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研究論文

戦
国
期
六
角
氏
の
地
域
支
配
構
造

ー
地
方
寺
社
へ
の
関
与
を
手
掛
か
り
に
l

は
じ
め
に

近
年
の
戦
国
期
畿
内
近
国
権
力
論
は
、
次
の
二
つ
の
方
向
か
ら
主
に
研
究
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。

一
つ
は
、
惣
村
へ
の
対
時
の
な
か
で
権
力
の
特
質
を
描
こ
う
と
す
る
試
み
で
あ

る
。
こ
れ
は
、

「
惣
村
と
直
接
対
峠
し
、
自
ら
の
基
盤
と
し
た
」
権
力
像
を
示
す

こ
と
で
、
戦
国
期
の
畿
内
権
力
が
共
同
体
を
単
位
と
す
る
支
配
を
近
世
権
力
に
先

駆
け
て
行
っ
て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、

勝
俣
鎮
夫
の
研
究
が
あ
る
。
勝
俣
は
、
惣
村
か
ら
の
加
地
子
収
取
を
実
現
す
べ
く
、

囲
内
の
領
主
層
が
階
級
的
結
集
を
遂
げ
た
と
す
足
。
後
に
勝
俣
は
、
中
近
世
の
移

行
を
「
荘
園
制
か
ら
村
町
制
へ
」
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
論
じ
、
成
熟
し
た
共
同

体
へ
の
対
峠
が
強
力
な
大
名
権
力
の
形
成
へ
と
つ
な
が
る
と
の
見
方
を
示
す
が
、

こ
う
し
た
議
論
が
畿
内
の
社
会
構
造
を
検
討
す
る
な
か
で
生
ま
れ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

勝
俣
の
議
論
に
対
し
て
は
、
東
国
の
戦
国
大
名
と
畿
内
の
惣
村
と
を
都
合
よ
く
結

新

谷

手日

之

び
付
け
た
観
念
的
な
議
論
で
あ
る
と
の
批
判
が
出
さ
れ
て
お
り
、
飯
村
の
成
熟
が
必

然
的
に
戦
国
大
名
の
成
立
を
も
た
ら
す
と
は
い
え
な
い
。
だ
が
、

天
野
忠
幸
は
、
戦

国
期
畿
内
を
席
巻
し
た
三
好
政
権
を
村
落
や
都
市
を
直
接
掌
握
し
た
「
プ
レ
統

一

政
権
」
と
評
価
す
足
。
畿
内
近
国
に
お
い
て
、
共
同
体
の
成
熟
が
権
力
の
成
長
と
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一
定
度
結
び
付
き
、
近
世
社
会
を
準
備
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

も
う

一
つ
は
、
戦
国
期
守
護
論
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
権
力
構
造
分
析
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
権
力
の
性
格
を
論
じ
る
際
に
、
幕
府
｜
守
護
体
制
に
由
来
す
る
前

代
の
秩
序
を
重
視
す
る
見
方
で
あ
る
。
赤
松
・
畠
山
・
細
川
氏
な
ど
の
守
護
権
力

に
お
い
て
、
精
綴
な
文
書
論
に
基
づ
き
、
官
僚
機
構
や
家
格
秩
序
、
地
域
権
力
化

の
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
守
護
に
よ
る
被
官
や
分
圏
内
の
国
人
の
統
制
は
必
ず

し
も
強
く
な
く
、
幕
府
｜
守
護
体
制
に
依
存
す
る
面
が
強
か
っ
た
こ
と
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
畿
内
近
国
で
は
、
共
同
体
を
単
位
と
し
た

「近
世
的
」
な
支
配
を

行
っ
た
「
戦
国
大
名
」
あ
る
い
は
「
プ
レ
統
一
政
権
」
と
、
幕
府
｜
守
護
体
制
に

依
存
す
る
「
守
護
」
権
力
と
い
う
二
つ
の
質
的
に
異
な
る
権
力
像
が
提
示
さ
れ
る



こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
上
述
の
二
つ
の
方
向
性
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
明
ら
か
に
で

き
る
部
分
と
で
き
な
い
部
分
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か

一
方
の
み
で
権
力
の
性
格
を
論

じ
ら
れ
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。

す
な
わ
ち
、
惣
村
と
の
対
峠
を
重
視
す
る
見
方
で
は
、
分
国
支
配
の
特
質
は
う

か
が
え
る
も
の
の
、
権
力
構
造

（階
層
性
）
や
対
外
関
係
、
軍
事
的
・
政
治
的
情
勢

は
視
野
に
入
ら
な
い
。
逆
に
、
幕
府

l
守
護
体
制
の
規
定
性
を
重
視
す
る
見
方
で

は
、
権
力
内
部
や
対
外
交
渉
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
地
域
支
配
の
側
面
に

つ
い
て
は
観
念
的
な
議
論
し
か
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
視
角
の
有
効
性
や

限
界
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
両
者
を
統

一
的
に
論
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

シ
』
い
、
え
よ
、
つ
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
よ
り
、
本
稿
で
は
、
権
力
内
部
の
構
造
と
地
域
社

会
の
構
造
と
を
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま
え
た
上
で
、
畿
内
近
国
権
力
の
地
域
支
配
の
特
質

を
論
じ
た
い
。

本
稿
が
対
象
と
す
る
の
は
、
戦
国
期
に
南
近
江
を
領
し
た
六
角
氏
権
力
で
あ
る

（図
1
）。

六
角
氏
権
力
は
、
前
述
の
二
つ
の
方
向
性
の
双
方
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き

た
が
、
そ
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
は
い
ま
だ
統
一
的
な
見
解
が
存
在
し
な
い
。
い
い

か
え
れ
ば
、
畿
内
近
国
の
複
雑
な
政
治
・
社
会
状
況
の
双
方
に
強
く
規
定
さ
れ
た

権
力
で
あ
り
、
権
力
支
配
の
多
面
的
な
理
解
を
目
指
す
本
稿
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し

い
素
材
と
い
え
る
。

六
角
氏
は
、

「
戦
国
大
名
」
と
も
「
戦
国
期
守
護
」
と
も
評
価
さ
れ
て
き
た
。

「
戦
国
大
名
」
と
評
価
す
る
代
表
的
な
論
者
は
、
宮
島
敬

一
で
あ
る
。
宮
島
は
、

勝
俣
の
い
う
「
階
級
的
結
集
」
を
国
人
・
土
豪
の
「
地
域
的

一
撲
体
制
」
と
概
念

［図1]六角氏系図
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化
し
、
六
角
氏
権
力
は
地
域
的

一
援
体
制
に
支
え
ら
れ
た
権
力
で
あ
る
と
評
し
だ
。

後
に
宮
島
は
、

『六
角
氏
式
目」

の
記
述
を
手
掛
か
り
に
、
六
角
氏
が
自
治
的
な

村
落

（社
団
）
を
承
認
し
、
そ
の
上
に
自
ら
の

「公
」
を
位
置
付
け
る
権
力
で
あ
る

と
し
た
。
ま
た
、
宮
島
は
戦
国
期
近
江
の
地
方
寺
社
を
詳
細
に
検
討
し
た
上
で
、

寺
社
が
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
聞
か
れ
、
地
域
秩
序
の
核
と
な
り
、
戦
国
大
名
と
並
ぶ

権
力
で
あ
っ
た
と
高
く
評
価
し
た
。
こ
れ
ら

一
連
の
研
究
に
よ
り
、
戦
国
期
近
江

の
権
力
構
造
を
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド

（戦
国
大
名

・
地
域
的

一
世抗体
制
・
地
方
寺
社
・
社

団
）
が
提
示
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
今
岡
典
和
は
、

六
角
氏
が
戦
国
期
に
幕
府
と
の
関
係
を
深
め
、
地
域
支

配
と
奉
公
衆
へ
の
統
制
を
強
化
し
た
こ
と
か
ら
、
六
角
氏
を
「
戦
国
期
守
護
」
と

評
価
し
、
幕
府

l
守
護
体
制
の
崩
壊
が
六
角
氏
権
力
の
衰
退

・
没
落
に
つ
な
が
っ

た
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
幕
府
を
中
心
と
し
た
政
治
秩
序
が
六
角
氏
権
力
の
特

質
を
規
定
し
て
い
た
面
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
二
つ
の
研
究
に
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
。
宮
島

の
研
究
は
、
史
料
を
横
断
的
に
引
用
す
る
こ
と
で
概
念
を
抽
出
す
る
議
論
と
な
っ

て
い
る
。
具
体
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
、
六
角
氏
、
地
域
的
一
摸
体
制
、
地

方
寺
社
、
社
固
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
有
機
的
に
結
び
付
い
て
い
た
の
か
を
明
ら
か

-79-
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図2 近江国全図

輯成20万分I地形図（『日本歴史地名体系25 滋賀県の地名j所収）をベースに作成。
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に
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
岡
の
研
究
は
、
政
治
的
側
面
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
い
立
論
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
支
配
の
方
法
を
具
体
的
に

解
明
す
る
こ
と
で
初
め
て
、
幕
府
や
守
護
公
権
を
構
造
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
戦
国
期
六
角
氏
研
究
に
お
い
て
は
、
六
角
氏
権
力

が
い
か
な
る
地
域
支
配
方
式
を
と
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
地
域
の
な
か

で
位
置
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

一
つ
の
試
み
と
し
て、

本
稿
で
は
六
角
氏
権
力
と
地
方
寺
社
と
の
関
係
性
に
注
目
し
た
い
。
宮
島
の
い
う

よ
う
に
、
戦
国
期
近
江
の
地
方
寺
社
は
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
閲
か
れ
、

複

雑
な
社
会
関
係
を
体
現
し
た
場
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
六
角
氏
権
力
の
寺
社

へ
の
介
入
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
捉
え

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

幸
い
近
江
田
に
は
、
権
力
や
地
域
と
の
関
係
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
史
料

が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
長
命
寺
（
近
江
八
幡
市
）
と
金
剛
輪
寺
（
愛

荘
町
）

（図
2
）
に
残
さ
れ
た
帳
簿
史
料
群
か
ら
は
、

寺
社
の
多
様
な
社
会
関
係
が

戦国期六角氏の地域支配構造〔新谷〕

う
か
が
え
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
こ
つ
の
史
料
群
を
中
心
に
、
六
角
氏
と
地
域
社

会
と
の
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
即
し
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
し

（第
一

章
・
第
二
章
）
、
そ
の
上
で
、
他
地
域
の
事
例
も
含
め
て
六
角
氏
の
地
域
支
配
構
造

の
特
質
を
論
じ
る
こ
と
と
す
る

（第
三
章
）。

六
角
氏
の
地
域
支
配
と
長
命
寺

長
命
寺
は
、
聖
徳
太
子
開
基
伝
承
を
も
ち
、
太
子
信
仰
の
霊
場
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
西
国
三
十
三
所
の
札
所
と
し
て
も
知
ら
れ
、
多
く
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
。

ま
た
、
伊
崎
寺
（
近
江
八
幡
市
）
を
核
と
す
る
天
台
系
修
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（伊
崎
寺

五
ケ寺）

の
一
翼
を
担
う
寺
院
で
も
あ
っ
た
。
鎌
倉
期
に
は
比
叡
山
西
塔
別
院
の
下

に
位
置
付
け
ら
れ
、
山
門
と
の
関
係
を
史
料
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

中
世
の
長
命
寺
は
、
湖
上
勢
力
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
同
寺
の
位
置
す
る
奥
島

は
、
中
世
に
は
湖
上
に
浮
か
ぶ
島
で
、
長
命
寺
に
行
く
に
は
船
を
利
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
麓
の
長
命
寺
浜
に
多
数
の
船
を
保
有
し
、
湖
上
交
通

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

長
命
寺
に
は
多
数
の
中
世
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、

「下
用
帳
」

と
呼
ば
れ
る
寺
の
支
出
を
ま
と
め
た
帳
簿
史
料
は
、
権
力
や
地
域
社
会
と
の
関
係

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
格
好
の
史
料
群
で
あ
る
。

長
命
寺
周
辺
は
、
鎌
倉
期
以
降
、
佐
々
木
氏

（六
角
氏
）
の
影
響
力
が
強
く
及
ぶ

地
域
で
あ
っ
た
。
守
護
所
の
小
脇
館

（近
江
八
幡
市
）
と
戦
国
期
の
六
角
氏
本
拠
で

あ
る
観
音
寺
城
、
室
町
期
に

一
時
的
に
守
護
所
と
な
る
金
剛
寺
城

（金
田
館
。
い
ず

れ
も
近
江
八
幡
市
）
も
近
く
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
佐
々
木
宮
（
沙
沙
賞
神
社
）
、
常
楽

寺
、
慈
恩
寺

（い
ず
れ
も
近
江
八
幡
市
）
な
ど
佐
々
木
氏
ゆ
か
り
の
寺
院
も
近
隣
に
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

『長
命
寺
文
書
』
に
は
六
角
氏
と
の
密
接
な
関
係
が
う
か
が

え
る
記
述
が
多
数
み
ら
れ
、

「本
拠
」
に
お
け
る
六
角
氏
支
配
の
特
質
を
そ
こ
か

ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
こ
の
地
域
に
は
長
命
寺
浜
、
常
楽
寺
、
浅
小
井
な
ど
湖
上
交
通
の
入
り

口
と
な
る
湊
が
あ
り
、
琵
琶
湖
を
経
由
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
関
係
を
も
っ
た

こ
と
も
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
地
域
の
広
が
り
が
、
六
角
氏
支
配
に
ど
の
よ
う
に

。δ



表1 帳簿史料一覧 （長命寺文書）

No. 績塑 文書名 作成年代 作成者 内 容

61 Al 土問保ェ名回数井年賀注文 正平6.12.6 御代官妙党坊 土図保ニ名田における年賀注文

201 Al 正平六年ぬ郷長命寺回米算用状 正平71.28 貞＝ 正平六年のn郷における長命寺田米の算用状

62 Al 観応二年花蔵i;mm状断簡 節U志2.2 不明 花蔵房の年賀~m状

103 Bl 指官二年大結解銭下Ill帳 嘉吉23.11
組聾：布円、

宿年行老事：党f咽t週・且代柿置、執構行・ill行且賢‘ 都宮元年下旬～翌年上旬の銭下用を記す

笥!2B2 結解米下朋状断簡 . 不明 高官元年下旬ー盟年上旬の最下用金配す．時比末鼠で聾桂，1閃に対応. 
樹職年行離者事党党量、104 B2 結解米下m状断簡 直胤員 104と口駅で接続。103と同時に作成

増且桁遺、執代行、行賢

106 Bl f):Jll状断附 事徳4.3.8 載修車行事賢．瑚到底、
宿老糧費円・ロ・枯ヲ事雌、執、行快企

事徳4年前半期の結解銭下Ill状の－$

Ill Al 文明三年大結解米納君主用状断簡 文明3.2.28 年行事政円、央秀代理全 文明3年前半期の米納一覧

122 Al 鉢m状断簡 永iE6.12.29 不明1 不明

123 Al 筑波店本家~n米散用状 永正12.2.25 ｛年行事浄光坊ヨリ） 永正11年の賀貨店私家年貨車のうち、長命守惣用分の算用

124 Al 舟木住等年:i7米um状断簡 永正年間ヵ ｛年行事答ゆ坊ヨリ） 永おけ正るSI、1長2の命舟守木惣庄1年H分賀の来算と用車正8年の賀茂庄本軍年賀氷に

269 B2 結解米下Ill状断簡 永正以前ヵ 不明 3‘4月分

270 B2 !l結解米下周状断簡 ,, 4シ ふ7月分

271 B2 結解米下用状盟書簡 . . 1、2月分

125 Al 中道院凶坪付 大永3.4.25
. d曹k草写4し牢、大に規作k3底年寄、れそたの船続木暑に庄当内地のか中ら道の院年回賀坪叡付納をと永作正人1を6年記にす

126 Bl 大永四年本！！：造作銭下Ill帳断簡 （大永4) ’， 大規制年3}1カも8/JIζカ吋τの本量量作l：か功、った銀とその用遣を;j<す

129 B2 大永四年本盆遺作米下用帳 4砂 . 大規制年311~＇ら911に治唱7τの本量量作tこかかった未とその用遣を示す

127 A2 大水四年分銭n用帳 （大永4.7) 今 大永4年7月21日に得た勧進銭などの算用

128 A2 大永四年本堂勧進銭納帳 大永4.9.29 4歩 大永4年4月から9月にかけての勧進銭の収納状況を不す

l：ぬ A2 大永閥年本堂勧進銭納帳 （大水4.10) 争 大永μド10月分の勧進銭

131 Bl 大永悶年本:;t遺作銭下用帳 ｛大永53) . 大；≪4年同月からl!l月にかけての本量遺作にか場、った費用kその用量を孟す

132 B2 本！！：遺作米下m帳 （大永53) . 大>i<1l!'IO月治吟2月にかけて、ヨド宜遺作にか語、った費用とその用遣を示す

133 Bl 大永四年本盆造作銭納帳 大永5.3.9 . 大水4年6月から翌1月にかけての勧進銭の収納状況を示す

134 A2 大永凶年本盆勧進米納桜 . 今 大永4年10、11月の勧進米の収納状況を市す

135 Bl 大永凶年餓下m帳断簡 . ，， 大永4!ド終わりから塑年はじめにかけての銭下周を記す

136 B2 大永凶年米下朋秘 . 。 大氷4年11月頃の米下JHをFす

266 A2 本:bi:働池米納ti! （大永5.3) ,, 大；）＜4年後半から5年はじめにかけての勧進米納般か？

280 B2 結解米下/II状断簡 （天文3以前） . lflの紡解米下fl]を記す

267 B2 紡餅米下｝日状断簡 （天文3以前） 執行老法！J永t師樽抄’輩賢． 持柏賢、
i~ F行 代祐蝿弘待

天文3以前、2月までの結解米下)Ifを記す

Z幻 B2 紡解米下m状断簡 （天文3以前） 不明 6～7月の結解米下用を犯す

281 82 結解米下！II状断簡 （天文3以前） （末尾に~E割jl) :Ji;JH9～25日の1己犠あり

138 Al 西光寺凶n用状断附 天文元 不明 西光寺聞のSf.l'tU周帳

139 B2 天文＝年十月結解米下月1状断簡 天文3.10 . 天文3!!'8～10月分の結解米下周を記す

140 82 天文＝年十一月結解米下m状 天文3.12 （末尾に花事jl) 天文3！~11、 12月分の結解米下周を記す

141 82 天文悶年二月結解米下Jn状断簡 （天文4.2) ,, 天文4:1Jil、2月の結解米下用を記す

272 B2 二月給解米下m状断簡 4》 執行禁秀、街老祐賢 141の末尾に接続

142 82 天文四年五月結解米下用状 （天文4.5) （末尾に花押） 天文4年3～5月の結解米下周を記す

279 B2 紡解米下m状断簡 （天文4) 不明 天文4~6月頃の結解米下朋を記す

143 B2 天文四年七月結解米下m状断簡 ｛天文4.7) . 天文4年6、7月の結解米下mを記す

144 B2 天文四年十月結解米下m状断簡 ｛天文4.10) . 天文4年B、9月の結解米下mを記す

273 B2 結解米下m状断簡 . （末尾に花押） 144の末尾に接続

145 B2 天文凶年十一月結解米下用状 ｛天文4.12) （末尾に花押） 天文4年11、12月の結解米下用を記す

147 B2 天文五年ー月結解米下期状断簡 （天文5.2) 不明 天文5年2月の結解米下)flを自己す

149 B2 天文五年夏結解米下用状 ｛天文5.5) （末尾に花押） 天文5年3～5月の結解米下周を記す

148 B2 天文五年七月結解米下JI]状断簡 （天文5.7) . 天文5年6、7月の結解米下mを記す

275 B2 結解米下用状断簡 （天文5問10) • 天文5年JO月、riJio月の紡解米下fflを!filす
150 B2 天文六年五f.J紡餅米下月l状断簡 天文6.5 不明 天文6年3～5月の結解米下用を記す

151 B2 天文八年五月結解米納状 天文8.5 （末尾に1凶I') 天文8年3～5月分の米の納状

153 B2 天文十－！10大結解米下朋状断簡 天文11 不明 天文wr1、2月の結解米下用を記す

154 Al nm状断簡 天文12.12.13 （末尾に花押） 天文12lf-の！＼o買納状ヵ

159 B2 弘治元年間十月結解米下JH.f.I.!断簡 弘治克l剖10 （口頭に花jljl) 弘治冗年S～凶10月の結解米下j刊を記す

167 Al 7cf!I一年中台院nm状断簡 瓦亀2 不明 7c((l2年分の中台院の年｝＇（納状

200 Al Sf.l't米鈍m状断簡 年未詳1.27ヵ . 報告告では「結解米下用状」と評価

259 Al 年賀米算m状断附 年未詳12. . 長命寺惣m分

268 Al 年｝＇.（米Ulll.f.I.!断簡 年月日未詳 • z月から翌2月頃まで。報告曾でlif結解米下用状Jと評価

276 A2 nm状断簡 （年未詳.5) . 5月分の勧進銭などの魯上

277 B2 結解米下JH状断簡 （年未静10) . 8-10月の結解米下!Tlを記す

お4B2 結解米下用状断簡 ｛年未詳3ヵ） . 2月末の結解米下期を自己す

お5B2 結解米下用状断簡 年月日未詳 （末尾に花押｝ 「人石五斗 ~·~米・・Jとあり

備考 ：：長命寺文特に残る帳簿史料を年代阪に並べた。No.Ii『長命寺古文自聖書事調査報告脊jの史料番号に対応。
・寺の収入のリスト ＝nm状 （A) .年賀などの恒常的な収入（Al）／勧進銭などの臨時的な収入（A2)
・支Illのリス ト＝下m状（B) 銭による支出 （BJ)／米による支出 （B2)
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備 考

前後欠

後欠

後欠

後欠

後欠

商事後欠

佐先.129町極半と揖続

量t~に陪圃， 1富岡草地：聾桂

132と同時に作成

131と同時に作成

前欠

前後欠

lllJ欠

前後欠

1耐火

後火

後欠

後火

na欠

前後欠

後欠

後欠

前欠

後欠

n~欠
lilJ欠

後欠

末I誌に皆済とあり

後欠

前欠

後欠

後欠

前欠

欠m大

前後欠

前欠

後欠

前後欠

前欠
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影
響
し
て
く
る
の
か
も
考
え
て
み
た
い
。

（1
）
支
配
機
構
の
形
成

一
六
世
紀
前
半
ま
で
の
長
命
寺
へ
の
関
与

一
六
世
紀
前
半
ま
で
、
六
角
氏
権
力
内
で
は
守
護
代
伊
庭
氏
が
公
的
な
決
定
の

多
く
を
担
っ
て
き
た
。
長
命
寺
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。

【
史
料
1
｝
伊
庭
貞
隆
警
も
）

当
寺
御
要
御
事
、
従
当
年
各
年
千
疋
宛
、
任
御
奉
書
状
旨
、
可
有
其
沙
汰
、

然
上
者
、
臨
時
御
要
脚

・
諸
公
事
等
御
免
許
候
、
其
段
可
有
存
知
候
也
、
の

状
如
件
、

文
亀
元＝

一
月
廿
九
日

｛
伊
際
点
隆
）

出
羽
守

（花
抑
）

長
命
寺年

行
事
御
坊

史
料
1
は
、
臨
時
要
脚
・
諸
公
事
を
免
許
す
る
代
わ
り
に
、
六
角
氏
権
力
か
ら

長
命
寺
へ
の
要
脚
を
毎
年
納
入
す
る
よ
う
に
と
、
伊
庭
貞
隆
が
長
命
寺
に
命
じ
た

も
の
で
あ
る
。

「任
御
奉
書
状
旨
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
内
容
の
六
角
氏
奉
書

が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
伊
庭
氏
は
、
六
角
氏
奉
書
を
前
提
と

し
て
、
六
角
氏
の
公
的
な
支
配
を
補
完
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〈
の
り

こ
の
他
、
伊
庭
氏
被
官
の
九
里
氏
も
、
用
木
の
徴
発
な
ど
で
長
命
寺
に
介
入
し
て

い
る
事
例
が
あ
話
。

だ
が
、
六
角
氏
は
二
度
に
わ
た
る
「
伊
庭
氏
の
乱
」
を
通
じ
て
伊
庭
氏
を
下
し
、

永
正

一
七
年

（一

五
三
O
）
、
伊
庭
貞
隆
・
貞
説
父
子
は
近
江
国
か
ら
出
奔
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
六
角
氏
は
新
た
な
支
配
機
構
を
設
け
、
長
命
寺
へ
の
介
入
を
強
め

て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

長
命
寺
と
の
窓
口
｜
池
田
氏

伊
庭
氏
放
逐
以
後
、
六
角
氏
権
力
に
よ
る
長
命
寺
と
そ
の
周
辺
へ
の
支
配
を
担

当
し
た
の
は
、
池
田
氏
で
あ
る
。

『長
命
寺
文
書
』
か
ら
、
次
の
よ
う
な
活
動
が

う
か
が
え
る
。

第

一
に
、
池
田
氏
は
、
右
の
史
料
の
よ
う
に
、
六
角
氏
当
主
の
書
状
を
長
命
寺

に
取
り
次
い
で
い
る
。

「
猶
池
田
大
和
守
可
申
候
」
と
あ
る
が
、
対
応
す
る
副
状

は
残
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
こ
れ
は
、
長
命
寺
と
の
交
渉
を
担
当
す
る
の
が
池
田

-84-

大
和
｛
寸
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
文
言
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

｛史
料
2
】
六
角
定
頼
書
状
〔
戦

一一

O
人〕

付
在
津
之
儀
、
百
疋
到
来
、
祝
着
候
、
猶
池
田
大
和
守
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

十
一
一
月
廿

一
日

定
頼
（
花
押
）

長
命
寺

第
二
に
、
池
田
氏
は
長
命
寺
に
対
す
る
六
角
氏
被
官
の
勧
進
銭
を
と
り
ま
と
め

て
い
る

（表
2
）。

永
正

二
二
年
、
伊
庭
氏
の
乱
の
兵
火
で
長
命
寺
の
坊
舎
が
焼
失

し
た
。
大
永
田
j
五
年
（

一
五
二
四・

二
五
）
、
本
堂
再
建
に
向
け
た
勧
進
と
資
材

の
調
達
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
「
下
用
帳
」
で
確
認
で
き
る
。
こ
の
時
、
池
田

三
郎
左
衛
門
は
、
観
音
寺
城
内
で
諸
氏
の
勧
進
銭
を
取
り
ま
と
め
、
自
身
の
中
間

を
遣
わ
し
て
長
命
寺
に
届
け
て
い
る
〔
長

一一一
八〕

。
長
命
寺
の
使
者
が
観
音



寺
城
の
池
田
氏
の
も
と
を
訪
れ
、
勧
進
銭
を
受
け
取
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
〔
長

一

二
九
〕

。

第
三
に
、
池
田
氏
は
六
角
氏
の
命
を
受
け
、
戦
争
に
お
い
て
長
命
寺
に
様
々
な
賦

課
を
行
っ
て
い
る
。
天
文
三
1
四
年

（
一
五
三
四
i
三
五
）

、
六
角
氏
は
近
江
国
北
方

の
浅
井
・京
極
勢
と
衝
突
し
た

（
「北
郡
御
陣
」）。

恐
ら
く
そ
れ
に
連
動
し
て
、
天
文

四
年
に
六
角
氏
は
湖
西
の
高
島
郡
に
も
進
攻
し
て
い
る
（
「高
島
御
陣
」）

。
こ
の
時

行
っ
た
賦
課
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
礼
銭
の
要
求

六
角
氏
・
池
田
大
和
守
の
中
間

（厩
者
・
力
者
）
が
長
命
寺
に

来
て
、
陣
の
礼
銭
を
要
求
し
て
い
る
。

②
兵
糧
米
の
賦
課

③
船
の
徴
発

④
陣
僧
の
徴
発

寺
院
と
し
て
寺
僧
を
多
く
抱
え
る
こ
と
か
ら
、
六
角
氏
権
力

は
長
命
寺
に
対
し
て
陣
僧
を
徴
発
し
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
業
務

に
従
事
さ
せ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

⑤
箪
勢

・
中
間
の
逗
留

琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
烏
で
湖
西
へ
の
中
継
地
点
で
あ
る

戦国期六角氏の地域支配構造〔新谷〕

と
い
う
立
地
に
着
目
し
、
沖
島
と
と
も
に
、
高
島
に
行
く
ま
で
の
中
継
地
点

と
し
て
長
命
寺
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

池
田
氏
の
陣
具
を
長
命
寺
が
受
け
取
っ
て
い
る
。

⑥
箪
事
物
資
の
受
取

こ
の
他
、
池
田
氏
は
、
長
命
寺
周
辺
の
諸
勢
力
に
対
す
る
六
角
氏
の
書
状
も
取
り

ひ

次
い
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
池
田
次
郎
左
衛
門
尉
は
、
比
牟
礼
八
幡
神
社
（近
江
八
幡

市
）
神
主
で
あ
る
杉
山
氏
に
対
し
、
大
永
五
年

（
一
五
二
五
）
八
月
の
黒
橋
口
合
戦
で

の
軍
功
を
賞
す
る
六
角
定
頼
の
感
状
を
取
り
次
い
で
い
る
。
池
田
三
郎
左
衛
門
は
、

比
牟
礼
山
麓
に
住
ん
だ
と
さ
れ
る
赤
佐
氏
に
六
角
定
頼
の
感
状
を
取
り
次
い
で
い

（初）る
。
池
田
宮
内
丞
定
輔
は
、
蒲
生
郡
小
森
（近
江
八
幡
市
）
を
出
自
と
す
る
小
森
氏
に

六
角
義
賢
の
知
行
宛
行
状
を
取
り
次
い
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
池
田
氏
は
長
命

寺
や
周
辺
の
諸
勢
力
に
六
角
氏
の
意
志
を
伝
達
す
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

池
田
氏
に
は
複
数
の
系
統
が
存
在
し
、

一
族
内
で
役
割
分
担
が
あ
っ
た
。
大
永

年
間

（
一五
二一

1
こ
ろ

に
は
、

次
郎
左
衛
門
尉
と
三
郎
左
衛
門
の
二
系
統
が
確

認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
長
命
寺
と
の
交
渉
を
担
当
し
た
の
は
三
郎
左
衛
門
で
あ

る
。
次
郎
左
衛
門
尉
と
は
、
定
頼
期
に
六
角
氏
の
奉
書
に
多
数
署
判
し
た
池
田
高

維
で
あ
り
、
後
に
左
衛
門
尉
と
名
乗
る
こ
と
が
、
村
井
祐
樹
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
認
。
天
文
年
間
（

一
五
三
二
1
五
五
）
、

『長
命
寺
文
書
」
に
「
池
田
大

和｛寸
」
が
頻
繁
に
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
大
永
年
間
の
三
郎
左
衛
門
と
同

一
人
物

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

天
文
以
降
、
池
田
宮
内
丞
定
輔
、
新
三
郎
、
景
雄
、

真
光
寺
周
揚
が
新
た
に
確
認

で
き
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
譜
関
係
は
は

っ
き
り
し
な
い
。
池
田
定
輔
は
、
前
述
の

通
り
六
角
義
賢
の
頃
に
確
認
で
き
、
長
命
寺
周
辺
諸
氏
と
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

新
三
郎
は
、
弘
治
元
年
の

「下
用
帳
」
〔長
一
五
九
〕
に
池
田
大
和
守
と
と
も
に
登
場

す
る
。
恐
ら
く
、
池
田
高
維
の
系
統
で
あ
ろ
う
。
池
田
長
雄
と
真
光
寺
周
揚
は
、
永

禄

一
O
年
（
一
五
六
七
）
に
制
定
さ
れ
た

『六
角
氏
式
目
」
の
署
判
者
で
あ
る
。

永
禄

一
O
年
一

O
月、

池
田
新
三
郎
が
池
田
景
雄
と
真
光
寺
周
揚
に
対
し
て
謀

（幻）

反
を
企
て
、
近
江
八
幡
の
各
所
に
要
害
を
構
え
て
抵
抗
す
る
。
新
＝
一郎
と
は
、
永

禄

一一

年
六
月
、
高
島
郡
の
小
松
惣
中
の
宮
座
の
こ
と
で
構
成
員
に
指
図
を
し
た

池
田
新
三
郎
基
雄
で
あ
問
、
弘
治
元
年
の

「
長
命
寺
文
書
』
に
み
え
る
新
三
郎
と
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は
別
人
の
可
能
性
が
高
い
。

以
上
、
戦
国
期
の
池
田
氏
に
は
①
次
郎
左
衛
門
尉

（H
左
衛
門
尉
）
高
雄
↓
新
三

郎
↓
新
一
－
一郎
基
雄
、
②
一
一
一郎
左
衛
門

（H
大
和
守
）
、
の
少
な
く
と
も
二
系
統
が
あ

り
、
①
が
六
角
氏
の
意
志
決
定
に
関
与
し
、
②
が
六
角
氏
の
意
志
を
諸
勢
力
に
伝

（お
）

達
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
権
力
中
枢
を
担
う
重
要
な

被
官
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
意
志
決
定
を
担
う
者
と
意
志
伝
達
を
担

う
者
が

一
族
内
で
分
か
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

特
定
の
任
務
を
担
当
す
る
機
構

先
に
述
べ
た

「北
郡
御
陣
」

「高
島
御
陣
」
で
、
六
角
氏
の
命
を
受
け
て
諸
浦

か
ら
の
舟
の
徴
発
を
担
当
し
た
人
物
は
三
名
い
た
。
池
田
大
和
守
・
大
塚
八
郎
兵

衛
・
妙
観
院
で
あ
る
（
表
3）。

大
塚
氏
は
、
大
塚
城

（来
近
江
市
）
を
本
拠
と
す

A

お〕

る
土
豪
で
、
長
命
寺
と
の
固
有
の
関
係
は
う
か
が
え
な
い
。
六
角
氏
の
下
で
舟
の

徴
発
に
携
わ
る
「
舟
奉
行
」
と
評
価
で
き
よ
う
。
妙
観
院
は
、
北
郡
に
お
け
る
戦

（幻
〕

争
で
六
角
氏
に
従
軍
し
た
「
栗
見
の
妙
観
院
」
で
あ
る
。
天
文
八
年
、
浅
井
勢
と

（窃）

の
戦
闘
で
、
六
角
定
頼
書
状
を
坂
田
郡
の
今
井
氏
に
取
り
次
い
で
い
る
。
ま
た
天

文
二

一
年
に
は
、
三
好
長
慶
に
対
し
て
六
角
義
賢
書
状
を
永
原
重
輿
と
と
も
に
取

｛鈎
｝

り
次
い
で
い
る
。
六
角
氏
の
戦
争
や
対
外
交
渉
で
幅
広
く
活
躍
し
た
被
官
で
あ
る
。

池
田
大
和
守
が
六
角
氏
の
長
命
寺
支
配
の
窓
口
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の

一
環
と

し
て
舟
の
徴
発
を
担
当
し
た
の
に
対
し
、
大
塚
八
郎
兵
衛
は
舟
の
徴
発
を
専
門
に

担
当
す
る
被
官
と
し
て
、
妙
観
院
は
六
角
氏
の
箪
事
・
外
交
の
担
い
手
と
し
て
徴

発
を
行
っ
た
。
大
塚
氏
・
妙
観
院
と
も
に
地
域
と
の
固
有
の
関
係
を
も
た
ず
、
六

角
氏
権
力
の
職
権
に
基
づ
い
て
活
動
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
六
角
氏
権
力
の
な
か
に
は
、
地
域
支
配
の
担
当
者
と
地
域
に
閑

係
な
く
特
定
の
分
野
を
任
さ
れ
た
被
官
が
お
り
、
両
者
が
補
完
し
合
っ
て
権
力
行

使
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

六
角
氏
権
力
の
末
端

六
角
氏
や
六
角
氏
被
官
は
、
権
力
意
志
を
長
命
寺
に
伝
達
す
る
場
合
、
し
ば
し

ば
中
間
を
派
遣
し
て
い
る
。
長
命
寺
支
配
を
担
当
し
た
池
田
氏
は
、
普
段
は
観
音

寺
城
に
お
り

〔長

一
一
一
八
な
ど
〕
、
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

六
角
氏
権
力
の
末
端
と
し
て
、
権
力
意
志
を
直
接
伝
達
す
る
の
は
中
間
で
あ
る
。

こ
う
し
た
権
力
末
端
の
人
々
は
、
力
者
・
厩
者
・
烏
サ
シ
・
雑
色
・
中
間
・
奉

行
・
定
使
・
若
衆
な
ど
様
々
な
名
称
で

「
下
用
帳
」
に
登
場
す
る
。
こ
の
う
ち
、

力
者
・
厩
者
・
鳥
サ
シ
・
雑
色
は
六
角
氏
に
直
属
す
る
中
間
と
し
て
史
料
に
み
え

FO
 

nδ 

る
が
、
中
間
・
奉
行
・
定
使
・
若
衆
は
六
角
氏
の
配
下
に
も
六
角
氏
被
官
の
配
下

に
も
み
ら
れ
る
。
活
動
内
容
に
大
き
な
違
い
は
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
階
層
の
違

い
な
ど
が
呼
称
の
違
い
に
表
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
、
六
角
氏
や

被
官
の
意
志
を
伝
達
す
る
他
、
戦
争
に
従
軍
〔
長

一
四
四
〕
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

（表3）

。

彼
ら
は
、
六
角
氏
や
六
角
氏
被
官
と
被
官
関
係
を
結
び
、
日
常
的
に
近
侍
し
て

種
々
の
任
務
を
こ
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
か
に
は
村
落
に
基
盤
を
も
ち
な
が

ら
権
力
末
端
と
し
て
活
動
し
た
者
も
い
た
。
そ
の
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、

A

お
｝

関
中
間
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
機
関
は
現
在
の
近
江
八
幡
市
に
あ
り
、
中
世
に 横

は
得
珍
保
の
保
内
商
人
と
度
々
相
論
を
繰
り
広
げ
た
横
関
商
人
が
い
た
村
落
と
し

て
知
ら
れ
る
。

「
検
閲
中
間
」
は
普
段
は
横
関
に
居
住
し
、
六
角
氏
の
要
請
の
度
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表2 六角氏権力から長命寺への勧進銭

年月日 支払者 金額（文） 取りまとめ 史 料 本 文 史料番号

大永4.3.21～25香庄源次郎 ？ 池田三郎左衛門 五 合容庄源次郎方勧進銭以来ル三郎左衛門殿中間飯米 129 

大永4.5.21 池凶三郎左衛門 飢JOO 六貫文 五月廿一日池田量生口口両三度来候、六分不足 128 

大永4.8.6
進藤貞治 池岡三郎左衛門

一升八月六日、進藤巌勧進銭五rt文以来ル若衆三郎左衛門般ヨリ、上下飯米下 129 
5飢）（）

大永4.8.13 五rt文八月十三日進藤殿勧進鋭、三郎左衛門殿マテ来候 128 

大永4.9.3 池田三郎左衛門 2000 二賞文 九月三日池田三宮II左衛門殿御参ノI時、惣寺へ樽銭下 128 

大永4.12.3 三上氏 ？ 犬丸三郎兵衛 対文 十二月三日三上段ヨリ勧進米事ニ犬丸三郎兵衛方上下三人上時、酒代 131 

大永4.一一 永原氏 5α）（） 池田三郎左衛門 五質文＊原殿分、三郎左衛門殿ヨ1胤乗善、観音寺｝宿候τ窃取両度／分、此内八文不足 128 

大永4.－.ー 香庄貞信 500 池田三郎左衛門 五百文香庄滋左衛門方分、三郎左衛門寂ヨリ来候 128 

大永5.1.ー 深尾入浴 100 ？ 百文間前分深尾入道殿 130 

大永5.1.16 種村貞途 ？ 池田三郎左衛門 十六文 正月十六日種村殿勧進銭以来ル三郎左衛門殿使、酒代 131 

表3 「北郡御陣J 「高島御陣jにおける六角氏権力の長命寺への要求

年月日 史 料 本 文 要求内容 六角氏織力の繊繕 史料番号

天文3.11.28 九升十一月甘八日、大和殿悶l御礼使節・小歩上下、飯米 礼銭 池凹大和守 140 

天文3.12.一 九升 i也悶般隊創l礼使節・小歩両J1t.ノ飯米 キL銭 池聞大平日守 140 

天文4.1.22 -7十正月廿二目、北郡陣他ヨヒニ来大積ill中間ー翁ノ；飯米下 陣僧 池田大和守／中間 141 

天文4.2.17 七升 二月十七日、御屋形様北郡出線、鰭浦船ノ事ニ奉行大塚八郎衛門方口口 :ll~ 大塚八郎兵衛 141 

天文4.2.2浴 一升 二月廿六日、御陣札銭取ニ横倒中間又六方主主Jレ、ー街、飯米下 キL豊島 中!Ill 272 

天文4.3.14～16五升北ノ1却陣御礼可給幽御厩ノ衆上下八人来、飯米理中下 礼銭 御殿ノ然 142 

天文4.4.3 九升卯月三目、北ノ御陣諸i甫ノ船ノzJiニ、妙似院ヨリ奉行・中間上下七人両度飯米下 JIJ 妙観院／~修行・中｜凶 141 

天文4.4.3 一升問、mt 問！｛＇目 池田大和守／中間 142 

天文4.8.10～13ニ斗三升 人月十日ヨリ十三日迄向島別所殿合力、大和殿衆・次郎右衛門
宿泊・逗留 1也聞大和守／深尾加賀守 273 

方衆上下七人風吹逗留、此時深尾加賀殿同前渡海、飯；米下

天文4.8.11～13
－斗五升 官官ぬへ大和殿ヨリ合力ニ、八月十一日ヨリ十二日朝迄次郎右衛

術泊・逗留 池聞大和守／中l瑚 144 
門方中r:u加テ上下七人、風吹逗留、ニ宿三日、飯米下

天文4.8.19 一升同十九日ノ夕、陣僧ノ事ニ大相l殿中間飯米下 陣｛白 池田大和守／中間 144 

天文4.8.19 八升戸l十九日、大事l殿ヨリ沖ぬ舟小松越候、当i市へ付候へと中間越、御備飯米下 世t 池回大相l守／中間 144 

天文4.8.20 一升 同廿目、1R而隊側事ニ中間＊＇レ、米 下 隊4目 中間 144 

天文4.8.21 一斗五升 同ii•一目、商品御出陣、諸浦ノ；階共当ウラ大舟ヒラタノ事、大ツカ八郎兵衛殿両三度 :ll~ 大塚八郎兵衛 144 

天文4.8.4 五升八月四目、商品へIii陣候借共諸浦共案内ニ八郎兵衛殿、大綱l股：ヨリ若衆か‘取申、飯米下 長l 池田大和守・若衆／大塚八郎兵衛 142 

天文4.8.8～9九升八月八日ヨリ九日迄3制｜ν舟ノ＜Ji、大塚八日日兵衛殿－lf.1、両三度飯米下 舟 大塚八日II兵衛 142 

天文4.8.8～18四升同十八日、商品へ御隊、mm舟ノ；郁ニ八日I浜ー衛殿・両様行・妙観院七人飯米下 f世 大Ji八郎兵衛／両事行／妙観院 142 

天文4.8.21～30九升同舟ノ耳！J~、大有Jfl:中間越時、急事浜舟出候、舟顕三人・夫一人下 舟 池田大和守／中間 144 

天文4.9.13 二升同十九H、大事1殿中間衆隊ヨリ締候、ー街、飯米下 術泊・逗留 池回大和守／中間 273 

天文4.9.15 三升五合九月十五日、北降、サツマ舟共ノl)Iニ八郎兵衛殿中間商人仁保ヨリ来ル、ー街、飯米下 月1・ 大塚八郎兵衛 144 

天文4.9.16 凶升同十六日、大事l殿中1:0口小井金剛守衆陣へ組依丹i越候、逗留、飯米 宿泊・逗留 池田大和守／中間 273 

天文4.9.17 ニ升九月十七日、御届形様御力者向~·~へ魅候、沖ぬ迄舟ノljlニ上下一街、飯米下 舟 力者 273 

天文4.9.2 三升九月二目、船歩ノ事、大和殿ヨリ方々 舟共前取ニ若衆・中1:u一宿、飯米下 舟 池聞大病1守／若衆・中間 273 

天文4.9.2 二升九月二目、舟歩ノ事、高島ヨリ中間同人来候、－｛昔、飯米下 舟 中間 144 

天文4.9.23 五升同t十六日、大和殿陣兵来、舟航移行飯米下 物資受取 池田大和守 273 

天文4.9.5 六升同五日、タケヘ衆各々 、大和殿中lllJ陣ヨリ婦、回答ー術、米下 術1自・返留 池田大柄守／中間 144 

天文4.3.16 ニ升 ニ月十六日、御展形様力者御陳ノ礼取来Jレ、上下一宿飯米下 礼銭 力者 142 

天文4.4.3～8 一升路補船御拶11f候ハ、佐雪申船早々 山候へと大和般ヨリ移行楽Iレ、ー街、飯米下 :111・ 池田大和守／奉行 142 

天文4.8.19 八升御屋形様中間宗左衛門方・又六方・与三御陣ノ礼取ニ上下七人一街、飯米下 礼銭 中間 144 

天文4.9.3 －升同二目、陣より用致、大和殿中間両人被婦、飯米下 宿泊・逗留 池田大和守／中間 142 

天文4.9.3～5三升大和殿兵籾米取中！日J・若草行風吹ー街、両三度飯米下 兵粉米 池田火事日守／中間・奉行 144 

天文4.9.6
ニ升 九月六日、大和殿中間ニ郎五自JI歓楽申候、1R而陣へ参候前ニ来候、

宿泊・逗留 池聞大和守／中間 144 
舟無候て帰候、fil而上来、両度二街下

天文4.9.6～8二升大和殿其外御陣礼申候へと中間来、二宿、高尚ヨリ越候、米下 礼銭 池田大和守／中間 144 

天文4.9.8 七升九月八日、高尚大和殿;It外各々銭礼申候使節・小歩－fr；逗留、上下飯米下 礼銭 池田大和守 144 
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に
権
力
末
端
と
し
て
活
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（2
）
権
力
機
構
と
長
命
寺
と
の
個
別
の
関
係

六
角
氏
被
官
や
中
間
は
、
六
角
氏
の
権
力
機
構
を
構
成
す
る

一
方
で
、
自
身
の

利
害
関
係
に
基
づ
き
長
命
寺
と
個
別
に
関
係
を
も
っ
た
。
本
節
で
は
、
そ
う
し
た

権
力
機
構
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
活
動
を
具
体
的
に
み
る
こ
と
に
す
る
。

六
角
氏
被
官
と
長
命
寺

長
命
寺
と
そ
の
周
辺
の
支
配
を
担
当
し
た
池
田
氏
は
、
そ
の
職
権
を
足
掛
か
り

に
、
次
の
よ
う
な
形
で
地
域
と
の
関
係
を
深
め
る
。

第

一
に
、
長
命
寺
周
辺
の
諸
氏
を
被
官
化
し
た
り
、
自
ら
の
従
属
下
に
置
い
て

U
O

ち
だ

い
る
。
近
江
八
幡
市
の
長
田
に
い
た
と
思
わ
れ
る
長
田
源
四
郎
は
、
池
田
大
和
守

被
官
と
し
て
長
命
寺
に
竹
を
要
求
し
て
い
荷
。

同
じ
く
近
江
八
幡
市
の
浅
小
井
に
い
た
深
尾
氏
は
、
池
田
氏
の
奉
行
と
し
て
長

命
寺
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
深
尾
氏
は
六
角
氏
の
被
官
で
、
沖
島
や
竹
生
島
に
対

（お
）

す
る
六
角
氏
の
権
力
行
使
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
六
角
氏
は
、
浅
小
井
と

｛泊
｝

い
う
湊
と
関
係
の
深
い
深
尾
氏
の
湖
上
交
通
に
お
け
る
力
量
を
見
込
ん
で
、
湖
上

勢
力
と
の
折
衝
に
当
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
長
命
寺
と
の
関
係
に
お
い
て

は
、
深
尾
氏
は
池
田
氏
の
統
制
下
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
他
、
小
松

（大
津
市
。
図
2
）
の
伊
藤
氏
は
、
服
部
・
深
尾
両
氏
の
下
で
、

（お）

小
松
に
お
け
る
池
田
氏
所
領
の
下
代
と
し
て
活
動
し
た
。
池
田
氏
が
琵
琶
湖
の
対

山
岸
に
ま
で
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
興
味
深
い
。

第
二
に
、
池
田
氏
は
、
自
身
の
年
貢
米
を
長
命
寺
浜
に

一
日
一集
め
た
上
で
、
収

納
に
あ
た

っ
て
い
る

（表
4
）。

そ
の
年
貢
米
は
、
高
木

（近
江
八
幡
市）

江
辺

（野
洲
市
。
図
2
）

小
松

（
大
津
市
）
か
ら
舟
を
使
っ
て
集
め
て
い
る
。
池
田
氏

は
、
広
域
か
ら
年
貢
米
を
集
め
る
際
、
長
命
寺
浜
を
集
約
拠
点
と
し
て
利
用
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
長
命
寺
と
の
既
存
の
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
池
田
氏
は
長

命
寺
浜
を
利
用
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
池
田
氏
は
長
命
寺
の
年
貢
収
納
に
関
与
し
て
い
る
。
天
文
四
年
、
池
田

大
和
守
は
分
回
の
注
文
の
作
成
が
延
引
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
中
聞
を
派
遣
し

て
長
命
寺
に
伝
え
鳩。

こ
れ
は
、

長
命
寺
の
分
回
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
詳
し
い

経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
池
田
氏
は
長
命
寺
の
分
回
を
把
握
し
、
そ
の
注
文
を
作
成

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
池
田
氏
は
長
命
寺
領
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
調
停
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。

-88-

天
文
四
年

一
二
月
、
国
ヶ
庄

（国
街
領
。
所
在
不
明
）
の
こ
と
で
何
ら
の
問
題
が
起

（訂
）

こ
っ
た
が
、
長
命
寺
が
池
田
氏
に
代
物
を
支
払
う
こ
と
で
解
決
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
池
田
氏
は
六
角
氏
権
力
内
で
長
命
寺
と
そ
の
周
辺
の
地
域
支
配

を
担
当
す
る
な
か
で
、
長
命
寺
や
周
辺
地
域
と
の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
関
係
は
、
双
方
の
利
害
関
係
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
池
田
氏
に
と

っ
て
、
長
命
寺
の
多
様
な
社
会
的
機
能
や
地
勢

的
条
件
を
活
用
す
る
こ
と
が
自
身
に
と

っ
て
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
長
命
寺
に
と

つ
て
は
、
池
田
氏
は
所
領
支
配
の
安
定
化
を

一
定
度
保
証
し
う
る
存
在
で
あ
っ
た
。

戦
国
期
の
六
角
氏
権
力
の
支
配
体
制
は
、
こ
う
し
た
当
事
者
同
士
の
利
害
関
係
を

あ
る
程
度
容
認
し
た
上
で
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。



戦国期六角氏の地域支配構造〔新谷〕

池田氏の年貢収納と長命寺

渇所 年月日 史 車ヰ 本 )'[ 
． 

史朝番号

小松 天文3以前.－.22ニチl同廿二日、池三左衛門殿中間小松へ趨由中間三人両度飯米ニ下ス 281 

江辺 天文3.10.3 四チ十五合 十月三目、江辺ヨリ大和殿へ米来ル時、宣告行 139 

高木 天文3.8.21 五合大和殿米潟水ヨリ来ル、中間飯米下 139 

高木 天文3.8.22 三升 八月廿二日、高木米大和殿ヨリ取ニ遺ス奉行・中間ー宿、飯米下 139 

店主木 天文3.9.19 五升 同十九日大和般ヨリ高木へ米取潜行・中間一街、飯米下 139 

小松 天文3.9.19～22 二升 小松ヨリ大和般へ米来ル時、移行・中間飯米下 139 

小松 天文3.9.26 九升 九月廿六日、小松ヨリ大和殿へ米来ル時、俄ニ人足無候て寺衆歩食加飯米下 139 

t工辺 天文4.1.29 一升正月廿九日、大柄l殿米江辺ヨリ 案内中間ー宿、飯米下 272 

高木 天文4.10.17 五升十月七日、高木米来ル、案内中間一宿、三度米下 273 

高木 天文4.10.20 五升 十月廿日、高木米奉行・中間ー宿、両三度飯米下 273 

i'.':i木 天文4.12.3 五升 十二月三目、高木米来、又七方中間・定使三人一領、三度ノi渡米下 145 

尚木 天文4.12.6 五升 同六日、高木米来候、同奉行・中llU・定使三人一宿、三度ノ飯米下 145 

江辺 天文4.12.8 六升十二月八日、江辺年貢米来ル、務行又七方中Jill・定俊三人一宿、両三度ノi渡米 145 

江辺 天文4.2.l 五チ十 二月一日、江辺ノ；米来ル、大和殿中間・若衆上下凶人雨皮ノ飯米下 272 

小松 天文4.3.27 三子十 三月廿七日、小松年長口催促ニ定使・中間三人越時、ー宿、飯米下 142 

小松 天文4.6.12 五升 六月十二日、小松へ大和殿ヨリ年賀米公事来、破木移行・定使・沖ぬ舟人、i兵ノ人足ナク口日暮ー街、各々 飯米下 279 

高木 天文5.悶10.11 五升澗十月十一日、高木米奉行二人口口日中加テ飯米下 275 

小松 弘治元1.5 五合 同五日、小松ヨリ大和殿入納来ルヲ取ニ参侠時、中間飯米ニ下ス 153 

小松 弘治元.2.10 五升・ 問十日、大和殿ヨリ小松へ催促衆十人来ル、飯米ニ下 153 

高木 弘治元8.1 一斗ニ升 同日、池新殿ヨリ高木米之移行六人、風吹逗留、三日ノWl迄飯米ニ下ス 159 

表4

権
力
末
端
と
長
命
寺

権
力
末
端
に
位
置
す
る
中
間
た
ち
も
ま
た
、
独
自
の
利
害
を
も
っ
て
長
命
寺
と

接
し
た
。
例
え
ば
、
六
角
氏
へ
の
礼
銭
の
半
分
を
自
ら
の
得
分
と
し
て
要
求
し
て

（羽）

い
る
。
彼
ら
は
権
力
の
意
志
を
背
景
に
、
長
命
寺
に
寄
生
す
る
存
在
で
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

（

3
）
六
角
民
権
力
の
地
域
支
配
と
長
命
寺

六
角
氏
の
戦
争
と
長
命
寺

先
に
紹
介
し
た
「
北
郡
御
陣
」

「
官
向
島
御
陣
」
に
お
い
て
、
六
角
氏
権
力
は
、

長
命
寺
の
も
つ
人
的

・
経
済
的
資
源
お
よ
び
地
勢
的
メ
リ
ッ
ト
を
前
提
に
し
て
、

様
々
な
賦
課
を
行
っ
て
い
る
（
表
3
）
。
す
な
わ
ち
、
長
命
寺
が
麓
の
長
命
寺
浜
に

多
数
の
舟
を
保
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
紛
や
舟
子
の
徴
発
を
行
い
、
ま
た

陣
僧
の
徴
発
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
礼
銭
の
要
求
や
兵
糧
米
の
賦
課
を
お
こ

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
高
島
へ
向
か
う
中
継
地
点
と
し
て
目
を
付
け
、
軍
事
物
資
の

受
取
や
軍
勢

・
中
間
の
逗
留

・
宿
泊
に
長
命
寺
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
々

な
賦
課
は
、
宮
島
の
い
う
「
寺
院
の
社
会
的
機
能
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

－
p

・

．．
 
－J

、

ふ
J
J
J

’L

「
下
用
帳
」
を
み
る
限
り
、
こ
の
時
の
戦
闘
で
六
角
氏
は
長
命
寺
か

ら
軍
事
力
を
徴
発
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

【
史
料
3
】
六
角
氏
車
申
書

（戦
九
六
）

就
今
度
敵
出
張
、
各
御
忠
節
之
段
、
尤
以
無
比
類
者
也
、
弥
被
尽
粉
骨
者
、

一
段
可
有
御
褒
美
之
由
也
、
の
執
遥
知
件
、

nv 
oo 



研究論文

明
応
五
年
十

一
月
九
日重

信

（花
押
）

久
継

（花
押
）

長
命
寺

山
御
中

右
の
史
料
は
、
明
応
五
年
（

一
四
九
六
）

、
美
濃
国
土
岐
氏
の
家
督
内
紛
に
六
角

氏
が
介
入
し
た
た
め
、
美
濃
の
斎
藤
妙
純
の
軍
勢
が
近
江
を
攻
め
た
時
、
六
角
氏

権
力
が
長
命
寺
に
出
し
た
奉
書
で
あ
る
。
宮
島
は
「
御
忠
節
」
と
い
う
文
言
に
着

（お｝

目
し
、
本
史
料
を
六
角
氏
か
ら
の
「
箪
忠
感
状
」
と
す
る
が
、
線
拠
に
乏
し
い
。

む
し
ろ
、

「北
郡
御
陣
」

「高
島
御
陣
」
の
際
の
長
命
寺
の
動
き
を
踏
ま
え
れ
ば
、

史
料
3
の
「
忠
節
」
は
人
的
・
経
済
的
資
源
の
提
供
を
指
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
戦
国
期
を
通
じ
て
、
長
命
寺
が
六
角
氏
の
軍
事
力
に
編
成
さ
れ
た
事
実
は

確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

「湖
上
勢
力
」
長
命
寺
と
六
角
氏
権
力

先
の
戦
争
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
六
角
氏
権
力
は
、
長
命
寺
か
ら

し
ば
し
ば
舟
を
徴
発
し
、
長
命
寺
に
麓
の
長
命
寺
浜
の
舟
を
集
め
る
よ
う
命
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。
長
命
寺
の
湖
上
交
通
へ
の
密
接
な
関
与
、
お
よ
び
長
命
寺
浜
の

長
命
寺
へ
の
従
属
関
係
を
前
提
に
、
六
角
氏
権
力
は
長
命
寺
に
舟
の
徴
発
を
担
当

さ
せ
た
の
で
あ
る
。

六
角
氏
権
力
は
長
命
寺
に
対
し
、

他
地
域
か
ら
の
舟
の
徴
発
を
命
じ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
天
文
四
年
、
六
角
氏
は
大
塚
八
郎
兵
衛
を
介
し
て
、
薩
摩

（彦
根
市
）
か

（拍
）

ら
舟
を
徴
発
す
る
よ
う
長
命
寺
に
依
頼
し
て
い
る
。
天
文
七
年

ご
五
三
人
）
八
月

一
七
日
、
長
命
寺
は
薩
摩
の
林
方
母
の
菩
提
を
弔
っ
て
お
問
、
長
命
寺
と
薩
摩
と

の
聞
に
は
旧
来
か
ら
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
六
角
氏
は
こ
う
し
た

関
係
性
を
利
用
し
て
、
諸
浦
か
ら
舟
を
集
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
六
角
氏
は
、
長
命
寺
の
み
か
ら
舟
を
徴
発
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
六
角

氏
権
力
が
高
島
へ
渡
る
際
、
沖
島
か
ら
高
島
ま
で
は
沖
島
の
舟
を
利
用
し
て
い
た
こ

と
が
鍛
代
敏
雄
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
活
。
六
角
氏
は
特
定
の
湖
上
勢
力
に
肩
入

れ
す
る
こ
と
な
く
、
複
数
の
湖
上
勢
力
と
個
別
に
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
で
あ
活
。

六
角
氏
権
力
の
公
的
支
配
と
長
命
寺

六
角
氏
権
力
は
、
長
命
寺
を
介
す
る
形
で
地
域
社
会
と
の
関
係
を
も
っ
た
こ
と

が
、
次
の
二
つ
の
事
例
か
ら
う
か
が
え
る
。

一
つ
は
、
長
命
寺
の
人
夫
を
動
員
し
て
行
っ
た
堤
普
請
で
あ
る
。
天
文
四
年
六

内

UQ
U
 

月
、
長
命
寺
は
寺
内
と
麓
の
浜
か
ら
人
足
を
出
し
て
’
高
木
（
近
江
八
幡
市
）
の
堤
を
築

い
た
。
そ
の
際
、
人
足
の
こ
と
で
「
中
間
」
が
長
命
寺
を
訪
れ
て
い
弱
。
こ
の
中
間

は
、
六
角
氏
権
力
の
中
間
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
六
角
氏
は
、
地
域
の
安
全
確
保
と
再

生
産
に
直
結
す
る
堤
普
請
を
、
長
命
寺
の
力
を
借
り
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
上
位
権

力
に
よ
る
堤
普
請
の
事
例
は
、
畠
山
氏
分
国
の
河
内
国
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
一
つ
は
、
相
論
の
裁
定
で
あ
る
。
天
文
二
三
年
、
六
角
氏
は
牧
庄

（近
江
八

幡
市
）
北
津
大
和
田
で
新
儀
の
臥
（
魚
を
捕
え
る
た
め
の
仕
掛
）
の
設
置
を
禁
じ
、
違

反
者
の
捕
獲
と
注
進
を
命
じ
た
。

｛
史
料
4
】
六
角
氏
車
申
書
案

〔戦
七
五
三〕

牧
庄
北
津
大
和
田
内
仁
新
儀
仁
畝
打
之
白
太
以
無
其
商
、
堅
被
押
置
之
処
、
不

能
承
引
、
海
境
度
旨
、

言
語
道
断
之
次
第
也
、
於
向
後
者
見
相
仁
捕
舟
、
彼



ヲ皐で／.、
名
可
申
上
之
由
被
仰
出
候
也

何
忠吾執
行垂達

如
件

天
文
廿
三
年
三
月
五
日

在
判

貞
遠

同

当
庄

名
主
百
姓
中

史
料
4
の
宛
所
は
牧
庄
名
主
百
姓
中
で
あ
る
が
、
長
命
寺
に
裁
定
の
案
文
が
残
さ

れ
て
お
り
、
長
命
寺
は
こ
の
相
論
に
深
く
関
与
し
て
い
た
と
思
わ
れ
荷
。
恐
ら
く
、

相
論
の
裁
定
を
六
角
氏
に
依
頼
し
た
の
も
長
命
寺
で
あ
ろ
う
。
結
果
的
に
こ
の
相
論

で
、
長
命
寺
は
六
角
氏
と
地
域
と
の
慾
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
六
角
氏
権
力
は
長
命
寺
を
周
辺
地
域
の
窓
口
と
し
て
把
握
し
、

堤
の
普
請
や
相
論
裁
定
な
ど
を
通
じ
て
地
域
に
対
峠
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（

4
）
小
括

戦
国
期
の
六
角
氏
は
、
守
護
代
伊
庭
氏
を
放
逐
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
な
重
層

的
・
多
元
的
な
支
配
体
制
を
も
っ
て
長
命
寺
に
対
峠
し
た
。
す
な
わ
ち
、
池
田
氏
を
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長
命
寺
と
そ
の
周
辺
の
地
域
支
配
の
窓
口
と
す
る
一
方
、
特
定
の
職
務
（
舟
奉
行
、
軍

事
・外
交｝

を
も
ち
、
地
域
に
関
係
な
く
活
動
す
る
被
官
も
長
命
寺
に
介
入
し
た
。
こ

の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
被
官
が
相
互
に
補
完
し
合
う
こ
と
で
、
長
命
寺
と
そ
の
周
辺
に

対
す
る
六
角
氏
の
支
配
が
実
現
し
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
六
角
氏
被
官
は
地
域

の
国
人
・
土
豪
と
協
力
し
、
中
聞
を
権
力
末
端
に
位
置
付
け
、
交
渉
に
あ
た
ら
せ
た
。

六
角
氏
権
力
の
支
配
に
位
置
付
け
ら
れ
た
被
官
や
中
聞
は
、
独
自
の
利
害
に
基

づ
い
て
長
命
寺
や
周
辺
地
域
に
臨
ん
だ
。
池
田
氏
は
、

六
角
氏
の
職
権
を
縫
子
に

地
域
と
の
関
係
を
深
め
、
周
辺
の
国
人

・
土
豪
を
被
官
化
し
た
り
、
長
命
寺
の
寺

領
経
営
に
関
与
し
た
。
中
間
は
、
権
力
末
端
の
地
位
を
利
用
し
て
長
命
寺
に
寄
生

す
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。

『長
命
寺
文
書』

か
ら
は
、
地
方
寺
社
と
武
家
権
力
の
相
互
依
存
関
係
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
六
角
氏
権
力
に
と
っ
て
、
長
命
寺
は
単
な
る
宗
教
施
設
で

あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
様
な
社
会
的
機
能
を
果
た
し
、
地
域
支
配
の
回
路
と
も

な
り
う
る
存
在
で
あ
っ
た
。

一
方
、
長
命
寺
は
六
角
氏
擁
力
に
対
し
、
寺
領
経
営

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
や
寺
領
で
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
の
調
停
を
期
待
し
た
。
地
方
寺
社

が
多
様
な
社
会
的
機
能
を
果
た
し
た
戦
国
期
近
江
固
な
ら
で
は
の
支
配
構
造
と
し

て
評
価
で
き
よ
う
。

六
角
氏
の
地
域
支
配
と
金
剛
輪
寺

金
剛
輪
寺
は
、
行
基
が
開
基
し
、
円
仁
が
中
興
し
た
と
い
う
古
代
以
来
の
有
力

寺
院
で
あ
る
。
中
世
に
は
広
大
な
寺
坊

（北
谷
・
東
谷
・
南
谷）

を
も
っ
て
隆
盛
を

誇
っ
て
い
た
。

金
剛
輪
寺
の
位
置
す
る
愛
知
郡
の
東
方
山
間
部
に
は
、

金
剛
輪
寺
の
他
に
も
西

明
寺

（甲
良
町
）
・
百
済
寺

（束
近
江
市
）
な
ど
、
近
江
を
代
表
す
る
有
力
な
山
岳
寺

院
が
あ
っ
た

（こ
れ
ら
三
ヶ
寺
を
俗
に

「湖
東
三
山
」
と
呼
ぶ
）。

平
野
部
に
は
、
豊
満

神
社
な
ど
の
荘
園
鎮
守
社
が
あ
り
、
国
人
・
土
豪
が
結
集
し
て
こ
れ
を
支
え
る
と

い
う
構
図
が
戦
国
期
に
も
み
ら
れ
る

（図
4
）。

金
剛
輪
寺
を
扱
っ
た
論
孜
と
し
て
は
、
上
位
権
力
か
ら
の
収
奪
の
激
し
さ
を
強

調
す
る
浜
中
光
永
の
研
究
と
、
そ
の
自
立
性
の
高
さ
を
評
価
す
る
宮
島
敬

一
の
研

Q
d
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（回｝究
が
あ
る
。
前
者
は
、
寺
院
が
な
ぜ
過
重
な
賦
課
を

一
定
度
受
け
入
れ
た
の
か
と

い
う
寺
院
の
側
の
志
向
が
捨
象
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
な
か
で
の
寺
院
や
権
力
の

位
置
づ
け
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
点
で
問
題
が
あ
る
。
後
者
は
、
上
位
権
力
の
動

向
を
ほ
ぼ
捨
象
し
て
お
り
、
回
人
・
土
豪
と
寺
社
と
の
個
別
の
関
係
を
概
念
化
す

る
こ
と
に
終
始
し
て
、
宮
島
自
身
が
か
つ
て
提
起
し
た
「
地
域
的
一
挨
体
制
」
の

規
定
も
後
景
に
追
い
や
っ
て
い
る
。

本
章
で
は
、
金
剛
輪
寺
に
残
る
帳
簿
史
料
を
手
掛
か
り
に
、

一
定
の
自
立
性
を

有
す
る
金
剛
輪
寺
と
六
角
氏
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
を
地
域
の
な
か
で
意
義
づ
け
て
み
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
先
行
研
究
で

提
示
さ
れ
た
二
つ
の
視
点
を
統
一
的
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

（

1
）
 

「
両
属
」
か
ら
「
一
元
化
」
ヘ

｜

一
六
世
紀
初
頭
ま
で
の
軍
事
動
向
｜

ま
ず
、
前
提
と
し
て
戦
国
初
期
に
お
け
る
当
地
の
軍
事
動
向
を
簡
単
に
ま
と
め

て
お
倍。

応
仁
・
文
明
の
乱

（
一
四
六
七
j
七
七
）
以
来
、
当
地
は
し
ば
し
ば
六
角
氏
や
京

極
氏
・
浅
井
氏
な
ど
の
戦
闘
の
舞
台
と
な
っ
た
。
長
享
元
年

（一

四
八
七
）
か
ら
明

応
二
年

ご
四
九
一二）

に
か
け
て
、
将
軍
足
利
義
尚
・
義
材
は
六
角
氏
と
そ
の
被
官

の
荘
園
押
領
を
取
り
締
ま
る
た
め
、
二
度
に
わ
た
っ
て
自
ら
江
州
に
下
向
し
、
六

角
氏
を
攻
め
た

（第
一
次
・
第
二
次
六
角
征
伐
）。

そ
の
う
ち
、
第
一
次
六
角
征
伐
の

際
の
動
き
を
長
享
元
年
の
「
下
用
帳
」
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

明
応
年
間

（一

四
九
二
1
一
五
O
一）

に
は
、

美
濃
国
土
岐
氏
の
家
督
内
紛
に
六
角

氏
と
京
極
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
介
入
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
り
、
湖
東
で
激
し
い
戦
闘

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
明
応
四
年
七
月
、
土
岐
氏
の
家
督
内
紛
で
敗
れ
た
美
濃
の

土
岐
元
頼
・
石
丸
利
光
ら
が
六
角
氏
に
身
を
寄
せ
る
。
翌
五
月
、
利
光
ら
は
六
角

氏
の
応
援
を
得
て
、
京
極
氏
の
支
援
を
受
け
た
斎
藤
利
回
と
戦
う
が
、
敗
死
す
る
。

六
月
、
利
回
と
京
極
氏
の
連
合
軍
に
六
角
勢
が
敗
北
し
、
斎
藤
利
回
は
蒲
生
郡
に

ま
で
進
攻
す
る
が
、

一
一一
月
、
郷
民
ら
の
蜂
起
に
よ
っ
て
敗
死
す
る
。

大
永
＝一
年
（
一
五
二三）

、

「
梅
本
坊
公
事
」
と
呼
ば
れ
る
家
督
内
紛
に
よ
り
、

京
極
氏
は
求
心
力
を
大
き
く
低
下
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
京
極
氏
の
有
力

被
官
で
あ
っ
た
浅
井
氏
が
台
頭
し
、
以
後
湖
北
の
中
心
的
な
権
力
と
し
て
成
長
し

て
ゆ
く
。
大
永
五
年
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
京
極
・
浅
井
連
合
軍
と
六
角
氏

の
軍
勢
と
が
衝
突
す
る
。
京
極
高
清
は
浅
井
亮
政
と
連
携
し
、
六
角
氏
に
放
逐
さ

れ
た
伊
庭
氏
も
取
り
込
ん
で
六
角
氏
と
戦
う
が
、
敗
北
す
る
。
以
後
、
永
禄
三
年

-92-

（
一
五
六
O
）
に
野
良
国
合
戦
で
敗
北
す
る
ま
で
、
六
角
氏
は
京
極
氏
・
浅
井
氏
に

対
す
る
軍
事
的
優
位
を
保
つ
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
て
、
京
極
氏
の
弱
体
化
を
契
機
と
し
て
、
六
角
氏
は
北
方
へ
の
影
響
力

を
強
め
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、

当
該
地
域
に
位
置
す
る
金
剛

輪
寺
は
い
か
に
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

六
角
氏
・
京
極
氏
へ
の

「両
属
」
と
多
元
的
関
係

一
六
世
紀
初
頭
ま
で
、
金
剛
輪
寺
は
六
角
氏
権
力

・
京
極
氏
権
力
に
両
属
し
て

い
た
こ
と
が

「下
用
帳
」
か
ら
う
か
が
え
る
。
六
角
氏
権
力
に
対
し
て
は
、
戦
時

に
贈
答
を
行
っ
て
い
る
他
、
要
脚
・
段
銭
を
負
担
し
て
い
る

（表
6
）。

京
極
氏
権

力
に
対
し
て
は
、
同
じ
く
京
極
氏
や
そ
の
被
官
に
贈
答
を
行
っ
て
い
る
他
、
兵
糧

（お）

米
や
軍
事
資
金
、
種
々
の
礼
銭
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
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図4 金剛輸寺周辺図（仮製二万分一地形図をベースに作成）
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No. 年 月 下周 .書 付 2車 秦主主の歴史 安智郡志 北村諭文 備考

切 天文5.閏10 米・銭 ~ 天文五年（11）ツヅク l坦十月米 ウラ判行革 199上・下 540～541 米→銭

51 （天文5閤10) 米 ~ 天文五年（12）此後一葉散侠壬十月銭 199上 526～527 50の前に位置

52 天文5.11 米 金月事分剛政米輪所銭寺の帳下署倉｛判年特行｝ 一 天文五年（13）以下一二葉散供米（始） 199下～耳泊上 529 

53 天文5.11 銭 （紙継自説花押） 天文五年（14）以下三回紫散依十一月銭 200上

54 天文5.12 米 金下政m用所l輪帳のR署寺7判下（年倉｝行米事銭・天文五年（15）多分ツヅクナラン 十二月米 200上・下 544～545 

55 （天文5.12) 米 ｛紙継目；喪花押） 天文五年（16）ツゾク 十二月分米 200下 527 

56 （天文5.12) 米 ~ 天文五年(17）以下一二葉 散侠十二月分米 200下～却I上 545 

57 （天文5.12) 銭 ~ 天文五年（18）以下散侠十二月分銭 201上 539～540 

58 天文11.12.19 • 天文十一年十二月算用状 203下 年の署行不判・政所ら

59 来詳 米 . 天文年間ノモノナラン 年賀:t):ffl状ヵ

60 （天文11.-) 銭 。 天文十三年（J）前後ヲ欠ク 一月カ二月初ノモノナラン 201下 531～532 M 

61 （弘治2).2 銭 • 天文十三年（2）下ニツヅク 二月廿五・六日 201下～202上 535-536 62、66と同時期

62 （弘治2.-) 銭 . 天文十三年（3）後欠ク三月分アヅキウラ判散侠 202上 534～535 61、66と同時期

63 （弘治2).8 銭 ’， 天文十三年（4）下ニツヅク八月～十二月 202上・下 532～533 64と接続

64 （弘治2).12 銭 。 天文十三年（5)ir＇ヨリツヅク アト散侠 202下～却3上 532 

65 （弘治3) 銭 。 天文十三年以後（6)7トニツヅク 203上 533～534 69と同時期

66 （弘治2.-) 銭 。 天文十三年以桂十四五年ナランカ（十三年ト紙ノ；大小7異ニス）（7)7ト欠ヲ 203上・下 536～537 61、62と同時期

67 （弘治元ー） 米 φ 
骨量2弘拍元年（！） 村豊骨量曹郡志第一巷ニ由レパ此桂「江草寺竹／!It尭j

初3下～ぬ4上 517～518 ノ記事（眼下用帳）アルモノー藁Tリタル曲ナJH'、今之ナキハ如何ナル故月噌

68 （弘治元ー） 銭 530～531 彩写本にな［

69 （弘治3.) 銭 （紙継目；裏花押） 弘治元年（2) 204上・下 521～522 叩～92と同時期

70 （弘治2.-) 米 ゐ 弘治弐年（3）アトニツヅク 加4下～205上 518～519 

71 （弘治2.-) 米 • 弘治弐年（4) 205上 522～523 

72 （弘治2-) 米 φ 弘治弐年（5）アトニツヅク 205上・下 519～520 

73 （弘治2.) 米 . 弘治弐年（6) (7）ハ第十号袋ニアリ ウラ事jハ教俊 2Q5下～耳目上 523～524 この帳で完結

74 年未詳 ゐ 弘治弐年ノモノナラン（7) 206上 年賀n用状ヵ

75 （弘治3.-) 米 . 弘治三年（ー） 米下用 206上・下 N 表題「政所札艦J

76 （弘治3.-) 米 • 弘治三年（二） 政所板飯 206下 524 

77 （弘治3.8) 米 6九〉 弘治三年（三） 政所板飯 武両下～'lJJ7上 551 

78 （弘治3.8～9) 米 • 弘治三年（凶）政所板飯トハ紙準拠ナリ算用状カ中ナラン 207上 552 

79 （弘治3.-) 米 .》 弘治三年（五）アトニツヅク 板飯分 207下 551～552 。 表題「札飯分j

80 （弘治3.-) 米 . 弘治三年（六）アトニツヅク 'lJJT下～ぬ8上 。 78と接続

81 （弘治3.-) 米 • 弘治三年（七）中川氏永正ト附筆ンアルモ誤ナリウラ判教俊ナリ 208上 。

82 ｛弘治3.-) 米 。 弘治三年｛八） 次ノ（九）ハ第三号袋ニアリ 永正年llUト加
208上・下

自在セルハ誤ナリ（ウラ判教俊ナルヲ見ヨ）

83 （弘治3.-) 米 。 弘治三年（九） 208下

84 弘治3.12.19 米 名〉 弘治三年（十） 208下～209上 年の署行事判・臥所代

85 （弘治3.1～2) 銭 今 弘治三年（十一）アトニツヅク 銭算用状 209上 549～550 

86 （弘治3.1～2) 事虫 • 弘治三年｛十二） （十三）ニツヅク（十三）ハ第八号袋ニアリ 209上・下 547～548 85と接続

87 （弘治3.1～2) 銭 。 弘治三年（十三） （十二）ヨリツヅク 銭鉢用状 209下 538～539 86と接続

88 （弘治3).3頃 銭 名〉 弘治三年（十四） （十三）（八号袋ニアリ）ヨリップクアトニツブク 耳目下～210上 546～547 87と接続？

89 （弘治3).6頃 事;JG 。 弘治三年（十五） （十四）ヨリッヅク 210上・下

90 （弘治3.-) 事見 ,, 弘治三年（十六） アトニツヅク 210下

91 （弘治3.-) 銭 • 弘治三年（十七） 7トニツヅカズ 210下～211上 548～549 65、69と阿時期

92 （弘治3.-) 銭 。 付00①弘治三年（十八） 節十号袋ニアル（十九）ニツヅク
211上・下 548 永正ノ附鐘ハ朕ナリ 付>1'①:Jk正

93 弘治3.12.19 主主 。 弘治三年（十九） 211下 年の署行事判・政所j~

94 弘治3.12.19 銭 。 弘治三年（二十）止 211下

備寺 東京大学史料編耳所の影写本の願書に従い、「下倉地銭下｝目帳Jとされるものに番号を与えた．ただし、No.曲のみ彰写本になく、『近江世智郡志』：互に所収されている翻刻によった。
「年代」は、各断簡に付された付議町内容ではなく、町医者の年代lt定によった。文轡中に年記がなし推定による場合は（）をつけた。

－「下周jには、米の支出か銭円支出かを示す。f米・銭Jとあるのは、帳簿の造中で米下用の記載が完結l...銭下用の記般が始まっていることを意味する（「備考」に「米→鈍J）と記した）．
「HOO」には、各断簡円高に貼り付けられてあった付袋町記械を記した。付隻がZ政ある場合は、作成斗代が古いものをft型船①、新しいものを付舞②とした。なお、t~集の配績にみえる
「中川氏jとは、『近江霊智都71:.J五の執筆者である中川品三氏を指すものと恩われる。
「秦荘の歴史」f量判郡志J「北村論文」では、それぞれの断聞が『禁荘の歴史』閥、『近江霊智郡志』宜、北村操「近江霊知郡金剛輸守所蔵文”についてーと〈に下合米銭下m帖に
ついてーJ（『史車Jl6、19曲年）のどこに収められているかを示した。北村首文は史料番号で、それ以外はページ数6こて示した。
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表5 金剛輪寺下倉米銭下用帳目録

No. 年月 下周 .・ 付 2庫 秦nの歴史 霊智.志 北村磁文 備考

1 （明応年間）2～3 米 （紙継目裏花押）文明十八年最古ノ断片也 185 505～印6 A 

2 （明応年間.10) 米 ~ 延徳年間ノモノナラン（ウラ判ニ幽リテ） 防7下 553 

3 （長事元）』末～9初 銭 イシ 長享元年（1) 185下～186上 B 

4 (:Ii!:事元）.9末 銭 ，， 占毒事元年（2）ツヅキ 186上 496～497 

5 （長Z耳元）.9求 銭 ’， 長事元年（3）ツプキ 186上・下 493～494 

6 （長事元）.10 銭 . 長事元年（4）ツヅキ 186下 494～495 

7 （長家元）.11 銭 .. 長事元年（5)（紙靖チギレ陪リテ、接続僻ナラズ）十一月分ナリ 186下～187上 495 

8 （長草元）.II末～12 銭 • 長芋元年（6）ツヅキ （閲十一月分同十二月分） 187上 497～498 

9 （長事2).2～3 銭 今 長享二年（7）此前ーご業散侠 （二月・三月分｝ 187上・下 528 c 
10 (I珂応4).9 米 • 明応凶年（！） 九月 187下～188上 516～517 D 

11 （明応4).10 米 . 付!l!①明応凶年（2）ツヅキ 十月／付鐙②ココニ十月一升ト
路8上 512～513 E 10と接続？アルコト肝要ノ手ガカリナリ 此一片紛失セザランコトヲ要ス

12 （明応4).1ト 11初 米 .. 明応四年（3）ツヅキ 十月甘一日至十一月一日 188上・下 502～503 11と接続

13 （明応4).11初 米 合， 明応四年（4）ツヅキ 十一月二日～十一日 188下～189上 500 F 12と接続

14 (I列応4).11中 米 .. 明応四年（5）ツヅキ 十一月十二日－・u・凶日 189上 500～502 13と接続

15 （明応4).11末～12初 米 . 明応四年（6)1~ニツjク（此龍一二難敵侠）十一月廿九日～十二月六日 189上・下 509～510 G 14と接続

16 (IYJ応4).12末 米 ，， 明応四年（7）前一二葉散鉄後ニツヅク 十二月分 189下 503～504 H 15と接続

17 （事j応4).12末～5.1初 米 4シ 明応四年十二月・五年正月（8）ツヅキ H沿上 印4～印5 H 16と接続

18 （明応5).1 米 4歩 明応五年（9）ツヅキ以下一策散侠正月分 190上下 498～499 17と接続？

19 （明応5).2 米 . I列応五年（JO）ツヅク 二月十八日 190下 505-506 

20 （！”応5).2 米 タ 明応五年(lJ）ツヅク ＝月十九日～1J・九日 190下～191上 514～515 19と接続

21 (19］応5).2～3初 米 .. 明応五年（12）ツヅク 三月H九日～卯月八日 191上～192下 513～514 20と接続

22 (1則応5).4中～5初 米 争 明応五年（13）ツヅク 四月八日～五月十日 191下 切6～切7

23 （明応5).5末～6初 米 今 明応五年（14）ツヅク 五月十日（絞｝～六月十二日 191下 日7～508

24 （明応5).6中末～7初 米 • 明応五年(15）以下十一月十六日マヂ倣供六月十ご日～七月ー日 192上 回8～ぬ9

25 (19］応5).7 米 .. 明応五年（16）ツヅク 十ー月十七日～廿六日 192上・下 511 

26 (191応5).7 米 • 明応五年（17）ツヅク十一月U七日 192下 511～512 決tr.
27 明応5.11 米 。 明応五年（18）ツヅク 193上 510 I 決算

28 明応5.11 米 .. 明応五年（19）ツヅク 193上 I 上座の場判

29 明応5.11 米 4砂 明応、五年（20) 散m状終ウラ車jハ法印海奈ナリ 193上 年3名行町場署と判法印

30 天文2.1130 米
量剛融事下ftf;T朗極所

196上 欠損越大｛年行事政所の署開｝

31 天文元.10.30 銭 .. 天文元年（！） 193下 決算

32 天文元11.30 量昆 4歩 天文元年（2）ツヅキハ第十－！＇.：袋ニ アリ 十一月分 193下～194上 決算

33 （天文冗）.11 銭 4砂 天文元年（3) 194上 32に接続

34 天文2.11 米
量剛曲事下歯車下周恒厨 II墨＠天文二年wヲプク十－R骨 II墨骨恒圃ニ頁文元：f.i－（二ニ組問)IIト

194上 欠損甚大(lf.fj事匝粛の薯輔｝ TA-そ中ユハ荒宜二年トアリ．其所以ヲ姐ラ；（.内容ハ主主二年サー月末下回極ナ＇）

35 （天文2.11) 米 4シ 天文二年（5）ツヅク 十一月分米 194上・下 欠tft甚大

36 （天文2.11) 米 .. 天文二年（6）ツヅク（第四号袋ニアリ） 十一月分米 19-1下～195上 欠損1越大

37 天文2.11 米・銭 ,, 天文二年（7）ツヅク 十一月米及鍛 股5上 553 米→銭

38 （天文2.11) 銭 • 天文二年（8）以下十二月分米ノ飾（数輩）倣鉄十一月分銭 195下

39 天文2.11 米－銭 ,, 天文二年（9) 十二月分銭下周 195下～196上 米司銭

40 天文5.8 米 金剛瞳寺下II最下用帳所 天文五年(I）ツヅク 八月米 196上・下 524～525 J 

41 （天文5.8) 米 （紙継目~m押） 天文五年（2）以下一二葉散鉄八月米 ウラ事j盛If 196下 543 

42 （天文5.8) 銭 .. 天文五年（3）ツヅク八月銭 196下～197上 K 

43 （天文5.8) 室主 .. 天文五年（4）以下一葉散侠八月銀 197上・下 日8～539

44 天文5.9 米
量岡障害下骨量下用量所

天文五年（5）以下数葉散侠丸月分米（始） 197下 542～543 年3名行町事署と判法印
(lf.軒事量踊の署胃｝

45 天文5.9 事E （紙継目浪花押） 天文五年（6) 丸月銭（終） 197下～198上 L 決算

46 （天文5.9) 銭 • 天文E年（7) 九月分~用状断片 198_t 接2名融の署判45と

47 （天文5.10) 米 • 天文五年（8）此前一葉散侠アトニツヅク 十月分米 198上 541～542 

48 （天文5.10) 米 " 天文五年（9):;.tプク十月分本ウラ特盛慶 198下 525～526 

49 天文5.10 銭 .. 天文五年（10）此後一二業数侠十月分銭 198下ー199上 543～544 
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の
六
角
征
伐
に
お
い
て
、
金
剛
輪
寺
は
京
極
氏
よ
り
制
札
を
も
ら

っ
て
お
り
、
京

｛剖）

極
氏
に
安
全
保
障
を
求
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
両
権
力
へ
の
金
銭
・
物
資
の
提
供
を
「
過
剰
な
収
奪
」
と
し
て
の
み
捉

え
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
金
剛
輪
寺
は
両
勢
力
が
ぶ
つ
か
り
合
う
地
に
位
置
す

る
の
で
、
自
己
の
安
全
や
権
益
を
守
る
た
め
に
双
方
と
関
係
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

金
剛
輪
寺
は
六
角
氏

・
京
極
氏
だ
け
で
な
く
、
そ
の
被
官
や
地
域
の
国
人
・
土

家
、
さ
ら
に
は
将
軍
と
も
関
係
を
も
っ
た
。
長
享
元
年
、
金
剛
輪
寺
は
京
極
氏
の

最
有
力
被
官
の
多
賀
氏
か
ら
二
O
貫
文
を
賦
課
さ
れ
た
が
、
別
の
京
極
氏
被
官
で

（
毘
）

あ
る
箕
浦
氏
を
頼
っ
て
免
除
を
願
い
出
て
い
る
。
被
官
と
の
個
別
的
な
関
係
が
、

権
力
か
ら
の
過
剰
な
賦
課
を
免
れ
る
手
段
と
な
っ
た
。

地
域
の
国
人

・
土
豪
と
の
関
係
も
、
同
様
に
権
力
へ
の
対
抗
手
段
と
な
っ
た
。

明
応
四
年

（一

四
九
五）

、
金
剛
輪
寺
が
多
賀
経
忠
か
ら
兵
糧
米
を
賦
課
さ
れ
た
際
、

（
部
）

犬
上
郡
安
食

（豊
郷
町
）
の
安
食
氏
が
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
翌
年
、
六
角
氏

か
ら
「
小
八
木
郷
段
銭
」
を
賦
課
さ
れ
た
時
、
杉
立
氏

・
屋
嶋
氏
へ
書
状
を
送
つ

て
い
る

（表
6）。

詳
細
は
不
明
だ
が
、
六
角
氏
へ
の
詫
言
を
両
名
に
依
頼
す
る
た

め
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

将
軍
と
の
直
接
的
な
関
係
も
、
六
角
征
伐
時
に
お
い
て

一
時
的
に
確
認
で
き
る
。

長
享
元
年
、
水
口

（甲
賀
市
）
に
在
陣
し
た
足
利
義
尚
に
対
し
、
金
剛
輪
寺
は
「
御

（
同
国
）

判
」
を
求
め
た
。
こ
の
御
判
は
金
剛
輪
寺
の
安
全
や
権
益
を
保
証
す
る
内
容
と
考

え
ら
れ
、
前
述
の
京
極
氏
が
出
し
た

「制
札
」
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
金
剛
輪
寺
は
、
京
極
氏

・
六
角
氏
と
い
う
上
位
権
力
に
両
属
す

六角氏による金剛輪寺領への要脚・段銭賦課

年 月日 史 事ヰ 本 文 史科書号

明応4.10.一 一升十月口口六角殿御前衆谷屋又大郎、麓要榔可懸由口来閥、則口九郎兵衛槻持口談合御出時、臨時食 11 

明応4.11..2 二升＝日 深要脚事ニ並木方へ状持行食、一夜逗留候 13 

明応4.11.30 一斗四升叶日 六角殿御婆脚佑事、並木方へ樽持行食 15 

明応4.12.1 一升何回 六角殿御婆脚事ニ本茂藤兵衛方へ状持行食 15 

明応4.12.1 口口同事ニ、並木方へ状持行食 15 

明応、4.12.30 一升同百 六角殿御要脚銭持行食 17 

（明応5).2.22 一升廿二日 小八木郷八十石段銭付並木方へ注進ニ行食 1 

（明応5).2.26 五合廿六日 同事に付、杉立殿状巡食 1 

（明応5).3.9 一升九日 間事、並木方へ注進行食 1 

（明応5).3.10 一升十日 同事に付て、並木方へ多聞坊・年行事越降、人夫食 1 

（明応5).3.5 五合五日 又八十石事に付て、杉立殿・屋鴨方へ状下食 1 

（明応5).3.16 五合十六日 八十石ニ付テ、屋嶋方状逃食 1 

明応5.2.28 四升廿八日 小八木郷八十石段銭之事、御屋形御前申返御奉書持来両定使飯酒 20 

明応5.2.29 二升廿九日 同事、催促可来由申候問、重而並木方へ注進状持行臨時食 20 

明応5.2.29 五合 同事ニ、郡使ニて可催促風間候閥、為ニ意得ニ小八木殿へ状持行使食 21 

明応5.3.1 一升三月一日 同段銭事重て出羽殿成敗出候問、為礼年行事御出時、樽持行人夫食 21 

明応5目3.12 五合小人木郷八十石之司王、郡催促無沙汰候閥、礼御出、樽持行食 21 
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る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
有
力
者
や
大
名
被
官
と
個
別
に
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
、

大
名
権
力
か
ら
の
働
き
か
け
に
対
し
て
自
己
の
主
張
を

一
定
度
反
映
さ
せ
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。

「両
属
」
関
係
の
解
消
へ
｜
六
角
氏
の
北
方
進
出
｜

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
関
係
は
京
極
氏
の
家
管
内
紛
を
機
に
大
き
く
変
化
す
る
。

大
永
四
年

（
一
五
二
四
）
七
月
二
七
日
、
六
角
定
頼
は
豊
満
神
社
（
愛
知
川
町
）

多
賀
大
社

（多
賀
町
）
に
神
領
安
堵
を
認
め
る
書
下
を
発
給
し
た
。
史
料
5
は
こ
の

時
に
豊
満
神
社
に
宛
て
た
文
密
で
あ
る
が
、
多
賀
大
社
宛
て
の
書
下
〔
戦
二
四
O
〕

も
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
で
あ
る
。

【
史
料
5
】
六
角
定
頼
寄
下
案

〔戦
二
三
九
〕

豊
満
神
社
寄
進
買
得
諸
神
領
之
事
、
任
当
知
行
旨
領
掌
不
可
有
相
違
之
上
者
、

弥
可
全
領
知
之
状
知
件
、

大
永
四
年
七
月
廿
七
日

弾
正
少
輔
定
頼

（花
押
）

豊
満
大
社
神
宮
中

こ
れ
以
前
、
六
角
氏
権
力
が
両
神
社
に
発
給
し
た
文
書
は
確
認
で
き
な
い
。
む

戦国期六角氏の地域支配構造〔新谷〕

し
ろ
、
こ
れ
ま
で
両
神
社
の
神
領
安
堵
を
行
っ
て
い
た
の
は
京
極
氏
権
力
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
戦
国
期
の
六
角
氏
当
主
の
発
給
文
書
は
基
本
的
に
書
状
形
式
な
の

で
、
異
例
の
形
式
の
文
書
と
い
え
よ
う
。

今
岡
典
和
は
、
大
永
四
年
の
＝
一
条
御
所
移
転
に
伴
う
段
銭
徴
収
を
挺
子
に
し
た

（曲
）

守
護
支
配
の
強
化
に
よ

っ
て
こ
の
文
書
が
発
給
さ
れ
た
と
評
価
し
た
。
だ
が
、
段

銭
徴
収
と
寺
社
へ
の
知
行
安
堵
と
が
直
接
連
関
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ

囲
内
情
勢
の
な
か
で
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
史
料
5
の
文
書
が
発
給
さ
れ
た
時

期
は
、
前
年
に
京
極
氏
の
家
督
内
紛
が
あ
り
、
京
極
・
六
角
間
の
軍
事
的
緊
張
が

高
ま
っ
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
両
神
社
が
社
領
押
領
を
警
戒
し
て
権
力
側
に
保

護
を
求
め
る
素
地
が
あ
り
、
京
極
氏
権
力
が
内
紛
を
経
て
不
安
定
に
な
っ
て
い
る

以
上
、
頼
れ
る
の
は
六
角
氏
権
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
同
日
付
・
同
内
容
で
両
神
社
に
書
下
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六

角
氏
権
力
の
側
に
も
こ
の
書
下
を
出
す
必
要
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
雨
林

社
の
地
域
に
お
け
る
位
置
付
け
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

豊
満
神
社
は
大
国
庄
の
鎮
守
社
で
、
地
域
の
国
人

・
土
豪
が
神
領
経
営
や
神
事

の
挙
行
を
共
同
で
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
多
賀
大
社
も
同
様
に
、
鎌

｛位
）

倉
期
以
来
、
周
辺
の
国
人
・

土
豪
が
神
事
を
つ
と
め
て
い
た
。
つ
ま
り
、
両
神
社

は
周
辺
地
域
の
諸
階
層
が
結
集
す
る
地
域
の
核
と
い
え
よ
う
。

六
角
氏
は
、
支
配
を
十
分
に
及
ぽ
し
え
て
い
な
か
っ
た
愛
知
郡

・
犬
上
郡
に
お

い
て
、
そ
の
核
と
な
る
神
社
を
保
護
す
る
こ
と
で
、
支
配
を
効
果
的
に
及
ぼ
そ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

大
永
五
年
、
六
角
氏
は
京
極
・
浅
井
の
連
合
軍
に
勝
利
し
た
こ
と
で
、
愛
知
郡

・

犬
上
郡
へ
の
支
配
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
。
以
後
、
金
剛
輪
寺
は

「両
属
」
関

係
を
解
消
し
て
六
角
氏
と
の
関
係
を
強
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
関
係
を
、
次
節

で
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

（2
）
地
域
支
配
機
構
の
形
成

第

一
章
と
同
様
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
、

一
六
世
紀
初
頭
ま
で
は
守
護
代
伊

庭
氏
が
六
角
氏
の
公
的
支
配
の
大
部
分
を
担
っ
た
。
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明
応
五
年

（
一
四
九
六
）
、
六
角
氏
が
小
八
木
郷

（東
近
江
市
）
に
段
銭
を
賦
課
し

た
際
、
郡
使
を
も
っ
て
催
促
す
る
と
の
決
定
が
な
さ
れ
た

（表
6
）
。
こ
れ
に
対
し

｛臼）

金
剛
輪
寺
は
、
伊
庭
氏
被
官
で
あ
る
並
木
氏
を
介
し
て
伊
庭
氏
と
交
渉
し
、
そ
の

結
果
伊
庭
氏
の
「
御
成
敗
」
に
よ
っ
て
郡
使
の
派
遣
が
な
く
な
っ
た
。
こ
の
例
か

ら
、
伊
庭
氏
が
権
力
の
公
式
な
決
定
を
左
右
し
う
る
重
要
な
立
場
に
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

し
か
し
、
六
角
氏
は
「
伊
庭
氏
の
乱
」
を
通
じ
て
伊
庭
氏
を
放
逐
し
た
。
そ
し

て
、
京
極
氏
・
浅
井
氏
と
戦
い
、
北
方
へ
の
影
響
力
を
強
め
て
い
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
伊
庭
氏
を
介
さ
な
い
形
で
の
支
配
が
必
要
と
な
り
、
次
の
通
り
新
た
な
支

配
機
構
を
構
築
し
た
。

有
力
被
官
三
上
氏
と
使
者
谷
氏

（制
｝

三
上
氏
は
、
室
町
期
に
守
護
代
を
つ
と
め
た
家
で
、
野
洲
郡
三
上

（野
洲
市
。
図

2
）
に
出
自
を
も
っ
。
少
な
く
と
も
天
文
初
年
以
降
、
六
角
氏
か
ら
金
剛
輪
寺
支
配

の
権
限
を
委
ね
ら
れ
、
金
剛
輪
寺
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
「
下
用
帳
」
か

（伍
｝

ら
う
か
が
え
る
。

＝
一
上
氏
は
、
普
段
は
観
音
寺
城
内
に
お
り
、
六
角
氏
の
命
を
受
け
る
と
、
谷
氏

ゃ
「
＝
一
上
殿
衆
」
と
呼
ば
れ
る
自
身
の
中
聞
を
使
者
と
し
て
金
剛
輪
寺
に
派
遣
し

た
よ
う
で
あ
弱
。
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
、
六
角
氏
は
観
音
寺
城
の
石
垣
普
請
を

金
剛
輪
寺
に
命
じ
た
。
そ
の
際
、

三
上
氏
が
使
者
と
し
て
谷
十
介
を
金
剛
輪
寺
に

派
遣
し
て
い
封
。
翌
年
、
六
角
氏
が
伊
勢
に
進
攻
し
た
際
に
は
、
同
じ
く
谷
氏
を

（曲）

派
遣
し
て
矢
箆

（矢の
勅
）
を
要
求
し
て
い
る

（表
7
）。

一
方
で
三
上
氏
は
、
六
角
氏
の
意
向
を
前
提
と
せ
ず
、
金
剛
輪
寺
と
独
自
に
関

係
を
も
つ
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
金
剛
輪
寺
か
ら
毎
年
＝
一
貫
文
受
け
取
っ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
弘
治
二
年
、
近
江
猿
楽
上
三
座
の
一
つ
、
日
土
口
座

の
日
音
大
夫
が
今
年
の
能
を
行
、
っ
と
申
し
入
れ
て
き
た
際
、
金
剛
輪
寺
は
詫
言
し
、

三
上
氏
の
折
紙
を
根
拠
に
、
日
士
口
座
の
能
興
行
停
止
を
六
角
氏
に
申
し
届
け
た
。

金
剛
輪
寺
は
、
三
上
氏
の
判
断
の
実
効
性
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

＝
一
上
氏
と
し
て

「下
用
帳
」
に
み
え
る
の
は
、

宗
左
衛
門
・
蔵
人
・
孫
七
郎
の

三
名
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
三
上
氏
は
六
角
氏
の
有
力
被
官
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。
越
後
守
頼
安
と
、
恐
ら
く
そ
の
息
子
と
推
定
さ
れ
る
恒
安
は
、
六
角
氏
奉

書
の
署
判
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
栖
雲
軒
士
忠
は
、
保
内
商
人
と
枝
村
商
人
と
の

相
論
の
担
当
者
と
な
っ
て
い
る
。
系
譜
関
係
は
不
明
だ
が
、
三
上
氏
は
室
町
期
以

来
、
六
角
氏
の
有
力
被
官
と
し
て
、
権
力
内
外
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
家
で
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あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

＝一
上
氏
の
使
者
と
し
て
活
動
し
た
谷
氏

（新
右
衛
門
尉
・
十
介
・
中
務
・
弥
大
郎
）

は
、
武
佐

（
近
江
八
幡
市
）
の
谷
氏
館
に
住
ん
で
い
た
。
ま
た
、
金
剛
輪
寺
膝
下
の

秦
川
な
ど
か
ら
年
貢
の

一
部
を
受
け
取
っ
て
い
れ
｝。

谷
氏
が
金
剛
寺
領
か
ら
年
貢

を
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
六
角
氏
権
力
の
末
端
と
し
て
金
剛
輪
寺
と
交
渉
す

る
な
か
で
、
金
剛
輪
寺
と
の
関
係
を
深
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

近
臣
能
登
忠
行
と
使
者
鈴
村
甚
五
郎

「
下
用
帳
」
に
は
、
能
登
右
近
大
夫
（
の
ち
右
馬
允
）
と
い
う
人
物
が
六
角
氏
被

官
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
近
年
、
村
井
祐
樹
の
研
究
に
よ
り
、
こ
の
人
物

は
、
天
文
九
年

（一

五
四
O
）
以
降
六
角
氏
の
奉
書
署
判
者
と
し
て
活
動
し
た
能
登

忠
行
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
出
自
は
定
か
で
な
い
が
、
高
島
七
頭
の
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六角氏の軍事行動と金剛輪寺（天文年間以降）

年月日 措置隷の内容 権力機構 史 料 本 文 史柵号

樽 三百五十文安孫子殿へ樽壱荷之代、但多賀久徳、城ふしん之時、色々 御辛労 43 
共ニ候問、依衆議遺也、古沼之代

天文5.8.ー
樽 高野瀬氏 二百五十文 同事ニ、高野瀬殿へ樽壱術之代、阿古酒 43 

樽 ニ百五十文問、久徳宿へ樽ー荷之代、古i酉 43 

物資受取 妙鍛院／中間
口口 妙観院より楠木板いそき候者、取ニ可来候由申きたり候時、中JUIくたひれ

54 
天文5.12.- 候由時1候閥、飯沼

物資受取 能登忠行 口口 繍事、野登右近大夫殿へ樽持行食 56 

弘治2.8.18 ？ 廿四文八月十八日、上様ヨリ佐和山へ被召候時、年行事一人・りんしー人両人夕飯 63 

弘治2.8.19人質
jft六文 同十九日ニ人質可預白夜中ニ総量虫、御筒申時、佐和山にて朝飯、使節

63 
商人・りんし一人分、三人分

在番 十八文河瀬番間取申由注進ニ罷滋l時、於路次日中ニ人分 63 

弘治2.8.ー 在番 能登忠行 jft六文 同日、上様御すきなき由侠問、能右潟不令申上候粂、逗留、夕飯ェ人分 63 

在香 廿一文河瀬番屋竹取時、承仕三人のませ申時、酒代 63 

弘治3.6.l 物資運鍛の人足
能畳忠行／ 五十文大月十大白 勢州布Ji之減江表｛倹）被遺候問、寺家江人足之骨量被仰刷、能右 89 
鈴村甚五郎 .I.~殿より甚五自＇fl被米候時、一つ申候酒肴之代

弘治3.6.ー 物資運搬の人足 館主主忠行 凶十人文 同人足事迷惑之由申候て、年行事・使節能右馬殿江御山之時、上下日中 89 

弘治3.6.ー 物資運搬の人足 凶十人文 問、次臼彬j飯料、但表情）ニ白石勢州柿城迄可遺之由被fill候 89 

軍事物資 ニ上氏 ニ斗ニ上殿矢箆立之時十人ノ飯酒 77 

1f<事物資 谷十介 ニ斗四升 谷方矢箆立之11i申候て来候問、樽逃候 79 

弘治3.8.ー 軍事物資 谷十介 四升 矢箆立可来袋内ニ十介方被来候、飯酒 77 

軍事物資 三上氏？ 二升問、矢箆鋭音寺へ持行臨時食 78 

軍事物資 谷十介？ 二升向、武佐へ持行臨時食 78 

職人 谷十介 四升勢州へ鋸引可滋之由被仰出、十介方被来伎、上下飯i商 75 

弘治3.ーァ 職人 能登忠行／鈴村甚五郎 四升 鋸引事被仰出、能右馬殿より鈴村甚五郎被来候、飯沼 76 

職人 能登忠行／鈴村甚五郎 四升 事事州俵之事ニ、能右j馬股甚五郎方被来候、飯酒 79 

表7

A

押
｝

能
登
氏
の
庶
流
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

能
登
忠
行
は
、
常
に
六
角
氏
当
主
の
近
く
に
い
て
、
金
剛
輪
寺
と
の
交
渉
役
を

つ
と
め
た
。
弘
治
二
年
、
六
角
義
賢
が
北
郡
に
出
陣
し
た
際
に
は
、
義
賢
と
と
も

に
佐
和
山
城
に
能
り
、

金
剛
輪
寺
に
応
対
し
た

（表
7
）。

同
年
、
観
音
寺
城
下
の
石

寺
で
の
千
部
経
奥
行
を
命
じ
ら
れ
た
金
剛
輪
寺
は
、
観
音
寺
城
に
行
っ
て
能
登
忠

行
と
交
渉
し
て
い
る
。
忠
行
は
、
六
角
氏
か
ら
金
剛
輪
寺
に
お
け
る
問
題
の
調
停

受 を
け 委
、任

金 さ
削れ
：輪る
4ペー吋－ こ
の と
－－－， 字、

互 £
刷 つ
塑た
PJr 

世 天
』文

関 －

Z年
ト曲

手妻
ル ィJせ
え，イT

弱虫
m ／、

じ今
ごお
るき要
。 面白

を

能
登
忠
行
は
弘
治
年
間

（
一
五
五
五
1
五
七
）
以
降
、
鈴
村
甚
五
郎
を
使
者
と
し

て
金
剛
輪
寺
に
派
遣
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
弘
治
三
年
の
伊

勢
進
攻
に
際
し
、
能
登
忠
行
は
鈴
村
甚
五
郎
を
金
剛
輪
寺
に
派
遣
し
、

柿
減

（
三
重

県
朝
日
市）

に
俵
を
運
ぶ
人
足
を
徴
発
し
て
い
る

（表
7
）。

｛曲
）

鈴
村
氏
は
蒲
生
郡
の
鈴

（東
近
江
市
）
を
出
自
と
す
る
土
豪
で
あ
り
、
能
登
氏
と

の
旧
来
か
ら
の
被
官
関
係
ゃ
、
金
剛
輪
寺
と
の
固
有
の
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
鈴
村
甚
五
郎
は
、
六
角
氏
権
力
内
で
活
動
す
る
な
か
で
能
登
忠
行
と
関

係
を
結
び
、
金
剛
輪
寺
へ
の
使
者
と
し
て
編
成
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

寺
奉
行

弘
治
二
年
一
二
月
、
政
所
役
の
こ
と
で
金
剛
輪
寺
の
使
者
は
観
音
寺
城
を
訪
れ
、

「寺
奉
行
」
と
交
渉
を
重
ね
て
い
列
。
金
剛
輪
寺
は
「
寺
奉
行
」
と
直
接
交
渉
し、

自
ら
の
要
求
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
寺
奉
行
」
は
観
音
寺
城
内
に
設
け
ら

れ
た
寺
院
と
の
交
渉
の
窓
口
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
時
代
は
下
る
が
、

角
氏
式
目
」
か
ら
も
そ
の
存
在
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
持。

「
占
ハ
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そ
の
他
の
六
角
氏
被
官

天
文
五
年
九
年
、
美
濃
国
で
の
斎
藤
利
綱
と
長
井
氏
と
の
対
立
に
際
し
、
六
角

定
頼
は
美
濃
に
派
兵
す
認
。
そ
の
際
、
久
徳
城

（
多
賀
町
）
を
築
い
て
美
濃
か
ら
の

逆
襲
に
備
え
て
い
る
。
そ
の
普
請
に
は
、
六
角
氏
被
官
の
妙
観
院
と
高
野
瀬
氏
が

参
加
し
て
い
る

（表
7
）。

妙
観
院
は
、
第

一
章
で
み
た
よ
う
に
六
角
氏
の
軍
事
・
外
交
部
門
で
広
く
活
躍

す
る
人
物
で
あ
る
。
そ
う
し
た
権
力
内
で
の
役
割
に
基
づ
い
て
、
普
請
に
関
与
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

高
野
瀬
氏
は
、
高
野
瀬

（豊
郷
町
）
を
本
拠
と
す
る
勢
力
で
、
六
角
定
頼
の
頃
よ

り
、
多
賀
大
社
に
対
し
て
六
角
氏
当
主
の
書
状
を
取
り
次
い
で
い
る
。
六
角
氏
と

の
被
官
関
係
と
、
地
理
的
に
久
徳
に
近
い
と
い
う
条
件
の
下
、
普
請
に
動
員
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
金
剛
輪
寺
や
周
辺
地
域
へ
の
支
配
の
窓
口
と
し
て
の
活

動
は
う
か
が
え
な
い
。

以
上
、

一
六
世
紀
初
頭
以
降
の
六
角
氏
の
金
剛
輪
寺
へ
の
支
配
は
、

①
三
上
氏

谷
氏
、

②
能
登
忠
行
鈴
村
甚
五
郎
、

③
寺
奉
行
と
い
う
性
格
の
異
な
る
三
つ

の
窓
口
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
み
て
き
た
。

①
の
三
上
氏
は
六
角
氏
の
重
臣
の

一
人
で
、
金
剛
輪
寺
と
独
自
に
関
係
を
深
め
、

当
主
の
意
を
受
け
な
く
て
も
有
効
な
判
断
を
下
し
う
る
主
体
と
し
て
金
側
輪
寺
に

期
待
さ
れ
た
。
②
の
能
登
忠
行
は
、
当
主
に
近
侍
し
、
常
に
当
主
の
意
向
を
受
け

て
金
剛
輪
寺
と
交
渉
を
行
っ
た
。
奉
書
署
判
を
通
じ
て
六
角
氏
権
力
の
意
志
決
定

に
参
画
す
る
側
面
も
も
ち
、
六
角
氏
の
実
務
官
僚
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
評
価
で

き
る
。
③
の
寺
奉
行
は
、
寺
院
担
当
の
窓
口
と
し
て
観
音
寺
城
内
に
設
け
ら
れ
た

が
、
寺
院
の
要
求
を
六
角
氏
に
伝
達
す
る
と
い
う
側
面
が
強
い
と
い
え
る
。

（

3
）
六
角
氏
支
配
と
金
剛
輪
寺

本
節
で
は
、
六
角
氏
権
力
が
金
剛
輪
寺
と
関
係
を
結
ん
だ
理
由
と
、
六
角
氏
権

力
の
支
配
が
金
剛
輪
寺
や
周
辺
の
地
域
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
た
の
か

を
考
え
て
み
た
い
。

六
角
氏
権
力
は
戦
争
に
お
い
て
種
々
の
賦
課
を
行
っ
た
が
、
と
り
わ
け
人
的
資

源
を
求
め
た
。
弘
治
一
一年

（一

五
五
六）

の
近
江
北
郡
で
の
戦
争
で
は
、
河
瀬
（
彦

根
市
）
で
の
在
香
を
金
剛
輪
寺
に
命
じ
た
。
弘
治
三
年
の
伊
勢
国
進
攻
で
は
、
俵
運

搬
の
人
足
や
鋸
引
の
職
人
を
供
出
す
る
よ
う
求
め
た

（表
7
）。

戦
争
以
外
で
は
、
先
述
し
た
弘
治
二
年
の
石
垣
普
請
〔
金
七
九
〕
や
、
同
年
の

六
角
義
弼
元
服
の
際
に
機
折
を
命
じ
て
い
認
。
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こ
の
よ
う
に
、
六
角
氏
権
力
は
職
人
を
は
じ
め
多
く
の
人
的
資
源
を
抱
え
る
金

剛
輪
寺
の
社
会
的
機
能
を
利
用
し
、
種
々
の
人
的
・
経
済
的
資
源
を
求
め
た
。
金

剛
輪
寺
と
関
係
を
結
ぶ
メ
リ
ッ
ト
は
こ
こ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
金
剛
輪
寺
が
様
々
な
要
求
を
一
定
度
受
け
入
れ
た
背
景
に
は
、
次
の
よ

う
に
六
角
氏
に
期
待
す
る
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
在
地
領
主
か
ら
の
「
違
乱
」
の
抑
止
を
六
角
氏
権
力
に
求
め
て
い
る
。

（
田

｝

（

部

）

弘
治
三
年
、
下
内
・
藤
井
・
杉
立
ら
近
辺
の
土
豪
が
、
長
野
小
大
郎
名
公
方
年
貢

の
催
促
を
金
剛
輪
寺
に
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
長
野
小
大
郎
名
に
は
金
剛
輪
寺
の
寺

（
四
回
）

領
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
内
ら
は
金
剛
輪
寺
を
利
用
し
て
年
貢
を
集
め

ょ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
金
剛
輪
寺
は
、
六
角
氏
権
力
の
判
断
を



仰
ぐ
こ
と
で
、
年
貢
催
促
の
要
請
を
逃
れ
よ
う
と
し
た
。
六
角
氏
権
力
に
頼
る
こ

と
で
、
近
辺
の
土
豪
の
要
求
を
拒
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
六
角
氏
権
力
の
強
制
力
に
期
待
し
て
い
る
。
弘
治
二
年
、
金
剛
輪
寺

に
支
払
わ
れ
る
べ
き
金
銭
が
未
進
と
な
っ
た
た
め
、
金
剛
輪
寺
は
六
角
氏
に
「
御

「
機
折
銭
」
が
未
進
と
な
っ
た
た

（叩）

め
、
談
合
の
末
「
御
中
間
」
の
派
遣
を
六
角
氏
に
求
め
た
。

中
間
」
の
派
遣
を
要
請
し
て
い
る
。
翌
年
も、

『六
角
氏
式
目
』
に
は
、
こ
の
「
御
中
間
」
に
関
す
る
規
定
が
詳
細
に
設
け
ら

れ
て
い
る
。

【史
料
6
】
六
角
氏
式
目

（
五
三
条
）一

不
限
催
促
奉
行
等
之
儀
、
御
中
間
被
差
遣
処
、
動
在
々
所
々
不
致
承
引
、
結
句

狼
籍
仕
立
、
太
以
緩
怠
之
条
、
従
先
規
被
任
御
法
之
旨
、
堅
可
被
加
御
成
敗
事
、

｛
五
四
条
）

一
以
御
中
開
催
促
之
事
、
子
細
被
遂
御
礼
明
、
被
仰
付
於
催
促
者
、
立
符
儀
不

可
被
仰
出
事
、

（五五
晶
】

一
諸
年
貢
井
借
与
物
其
他
催
促
事
、
任
申
請
旨
、
御
中
間
被
相
付
之
処
、
論
人

申
旨
、
子
細
可
在
之
様
、
被
間
召
者
、
其
段
訴
人
仁
被
仰
問
、
以
日
限
可
被

戦国期六角氏の地域支配構造〔新谷〕

相
立
、
則
日
限
中
仁
論
人

一
途
之
子
細
不
致
言
上
者
、
重
而
御
中
間
被
遣
之
、

可
有
誼
賞
、
至
其
時
者
立
符
不
可
被
遣
之
事
、

（
五
六
舟
｝

一
以
御
中
間
被
誼
責
処
、
立
符
申
上
輩
、
子
細

一
筋
目
在
之
様
仁
被
聞
召
儀
、

難
不
被
遂
淵
底
、
以
臼
限
立
符
可
被
遣
次
第
、
書
載
先
条
申
誌
、
然
而
子
細

是
非
不
能
言
上
、
先
可
被
相
立
催
促
旨
申
族
、
併
可
申
上
道
理
無
之
者
敬
、

一
切
立
符
不
可
被
遣
之
事
、

右
の
史
料
に
よ
る
と
、

「
御
中
間
」
は
年
貢
や
借
与
物
な
ど
を
催
促
す
る
際
、

申
請
に
応
じ
て
派
遣
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

「
御
中
間
」
を
派
遣
さ
れ
た
側
に

一
定

の
言
い
分
が
あ
れ
ば
、
期
限
を
決
め
て
立
符

（執
行
を
中
断
さ
せ
る
命
令
借
り
）
を
出

し
、
期
限
内
に
正
当
性
を
主
張
で
き
な
け
れ
ば
再
ぴ
「
御
中
間
」
を
派
遣
す
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
五
五
条
）。

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
先
の
事
例
は
、
金
剛
輪
寺
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
金
銭
が

未
進
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
六
角
氏
権
力
に

「御
中
間
」
に
よ
る
催
促
を
依
頼
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
金
剛
輪
寺
は
六
角
氏
の

一
元
的
な
支
配
の
も
と
に
入
っ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
戦
国
期
を
通
し
て
、
地
域
の
土
豪

・
国
人
と
個
別
に
関
係
を
も
ち
続

け
た
。
弘
治
二
年

（一

五
五
六
）
、
目
賀
回

（愛
荘
町
）
を
本
拠
と
す
る
目
賀
田
氏
が

押
立
（
樹
木
近
江
市
）
の
堤
の
木
の
伐
採
を
停
止
す
る
と
の
成
敗
を
下
し
て
い
る
。
目

賀
田
氏
は
、
地
域
で
起
き
た
問
題
に
対
し
て
、
六
角
氏
の
意
向
に
よ
ら
ず
独
自
の

判
断
で
成
敗
を
下
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
成
敗
が
金
剛
輪
寺
に
と

っ

て
い
か
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
案
文
が
届
い
て
い
る
の

で
、
金
剛
輪
寺
も
こ
の
成
敗
を
求
め
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
金
剛
輪
寺
は

年
始
に
目
賀
田
氏
に
音
信
を
行
い
、
地
域
の
問
題
を
解
決
し
う
る
存
在
と
し
て
閑

係
を
も
ち
続
け
た
。

ま
た
弘
治
二
年、

三
上
殿
へ
の
恒
例
銭
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
際
、

（

m同
）

金
剛
輪
寺
は
押
立
神
社
（
東
近
江
市
）
の
神
主
で
あ
る
中
村
氏
に
六
角
氏
と
の
交
渉

（剖｝

を
委
ね
た
。
六
角
氏
権
力
と
の
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
上
で
も
、
地
域
の
国
人
・

土
豪
と
の
関
係
は
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
金
剛
輪
寺
周
辺
で
は
、
六
角
氏
に

一
元
化
さ
れ
な
い
多
元
的
な
権
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力
構
造
が
戦
国
期
を
通
し
て
確
認
で
き
る
。

前
出
の

「豊
満
神
社
記
録
」

「豊
満
大
明
神
御
渡
リ
次
第
」

「押
立
神
社

板
礼
文
書
」
な
ど
か
ら
は
、
地
域
の
有
力
神
社
を
支
え
る
国
人
・
土
豪
や
上
層
農

民
の
姿
を
、
少
な
く
と
も
天
文
末
年
ま
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

史
料
に
み
え
る
人
物
は
、
六
角
氏
の
被
官
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
な
い
。
地
域
で

自
生
的
に
形
成
さ
れ
た
一
撰
的
結
合
は
、
宮
島
敬

一
の
想
定
と
は
異
な
り
、

ス
ト

レ
ー
ト
に
六
角
氏
権
力
の
基
盤
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
六
角
氏
は
神
社

の
権
益
を
保
護
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
結
集
す
る
国
人
・
土
豪
の
一
撲
と
間
接
的

に
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
一
挨
的
結
合
に
包
摂
さ
れ
な
い
よ
う
な
勢
力
も
い
た
。
目

賀
田
氏
は
、
六
角
氏
か
ら
も
国
人
・
土
豪
の
一
挟
か
ら
も

一
定
の
距
離
を
と
り
、

独
自
の
権
限
で
地
域
の
問
題
を
裁
定
し
う
る
権
力
で
あ
っ
た
。
地
域
の
権
力
秩
序

は
、
地
域
的

一
援
体
制
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
金
剛
輪
寺
周
辺
で
は
、
六
角
氏
権
力
が
最
上
位
に
位
置
し
つ
つ
も
、
そ

れ
に
は
完
全
に
包
摂
さ
れ
な
い
形
で
、
国
人
・
土
豪
の

一
挨
的
結
合
や
地
域
権
力

が
併
存
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
地
方
寺
社
は
、
六
角
氏
の
よ
う
な
上
位
権
力

と
地
域
の
国
人
・
土
豪
の
両
方
と
関
係
を
結
び
、
双
方
と
の
関
係
を
場
面
に
応
じ

て
使
い
分
け
る
こ
と
で
、
自
己
の
権
益
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

（

4
）
小
括

一
六
世
紀
初
頭
以
降
、

六
角
氏
は
守
護
代
伊
庭
氏
を
克
服
し
、
京
極
氏

・
浅
井

氏
に
対
し
て
軍
事
的
に
優
位
に
立
っ
た
こ
と
で
、
新
た
な
支
配
機
構
を
創
出
し
た
。

そ
れ
は
、
①
旧
守
護
代
系
の
有
力
被
官
、
三
上
氏
、
②
六
角
氏
の
近
臣
で
実
務
官

僚
の
能
登
忠
行
、
③
寺
奉
行
、
と
い
う
性
格
の
異
な
る
三
つ
の
窓
口
か
ら
な
る
。

①
②
は
そ
れ
ぞ
れ
使
者
（
谷
氏
、
鈴
村
甚
五
郎
）
を
派
遣
し
て
交
渉
に
あ
た
ら
せ
た
。

六
角
氏
権
力
と
金
剛
輪
寺
や
周
辺
の
寺
社
（
豊
満
神
社
・

多
賀
大
社
な
ど
）
と
の
問

に
も
、
第

一
章
で
み
た
よ
う
な
相
互
依
存
関
係
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
六
角
氏
に
と
っ
て
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
結
集
核
と
な
っ
て
い
た
寺
社
を
押
さ
え
る

こ
と
が
、
そ
れ
ま
で
影
響
を
十
分
に
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
地
域
を
支

配
す
る
足
掛
か
り
と
な
っ
た
。
ま
た
、
六
角
氏
は
寺
社
の
そ
の
多
様
な
社
会
的
機
能

を
利
用
し
、
豊
か
な
人
的
・
経
済
的
資
源
を
求
め
た
。一

方
、
金
剛
輪
寺
を
は
じ
め

と
す
る
寺
社
に
と
っ
て
六
角
氏
は
、
戦
争
な
ど
で
自
己
の
安
全
や
権
益
を
保
証
し
う

る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
強
制
力
に
基
づ
く
謎
責
を
し
ば
し
ば
求
め
た
。
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さ
ら
に
、
近
隣
諸
勢
力
か
ら
の
「
違
乱
」
を
抑
止
す
る
役
割
も
期
待
し
た
。

だ
が
、
金
剛
輪
寺
周
辺
で
は
、
国
人
・
土
豪
の
一
挟
結
合
や
地
域
権
力
が
六
角

氏
か
ら

一
定
度
独
立
し
た
形
で
、
戦
国
期
を
通
し
て
存
立
し
て
い
た
。
六
角
氏
は

こ
れ
ら
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
結
集
核
と
な
っ
て
い
る
寺
社
を
介
し
て
間
接
的

に
こ
れ
ら
と
関
係
を
結
ん
だ
。
金
剛
輪
寺
は
、
六
角
氏
だ
け
で
な
く
地
域
の
国
人

・

土
豪
と
も
関
係
を
維
持
し
、
場
面
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
で
自
己
の
権
益
を

維
持
し
た
の
で
あ
る
。

戦
国
期
六
角
氏
の
地
域
支
配
構
造

（1
）
支
配
機
構
の
形
成
と
政
治
拠
点
の
整
備

一
五
世
紀
中
頃
か
ら

一
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
六
角
氏
の
公
的
支
配
の
大
部



分
は
守
護
代
の
伊
庭
氏
に
担
わ
れ
て
い
た
が
、
伊
庭
氏
を
排
斥
す
る
こ
と
で
、
六

角
氏
は
独
自
の
支
配
機
構
を
確
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、
六
角
氏
か
ら
地
域
支
配
を

委
ね
ら
れ
た
、

い
わ
ば

「地
域
支
配
の
窓
口
」
に
あ
た
る
武
士
が
、

「
使
者
」
や

「中
間
」
を
現
地
に
派
遣
す
る
と
い
う
重
層
的
な
上
意
下
達
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

「
地
域
支
配
の
慾
口
」
は
、
観
音
寺
城
内
に
い
る
六
角
氏
の
有
力
被
官
が
っ
と

め
た
。
彼
ら
は
直
接
寺
院
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
く
、
六
角
氏
の
命
を
使
者
や
自
身

の
中
聞
を
介
し
て
伝
達
し
た
。

長
命
寺
に
対
し
て
は
、
六
角
氏
の
奉
書
に
署
判
す
る
家
柄
で
あ
る
池
田
氏
の
一

族
が
窓
口
と
な
り
、
金
剛
輪
寺
に
対
し
て
は
①
旧
守
護
代
の
家
を
つ
と
め
た
三
上

氏
の

一
族
、
②
六
角
氏
の
奉
書
署
判
者
で
あ
る
能
登
忠
行
、

③
寺
院
担
当
の
窓
口

で
あ
る
寺
奉
行
が
対
応
す
る
、
複
線
的
な
支
配
体
制
で
臨
ん
だ
。

こ
う
し
た
支
配
機
構
の
違
い
は
、
両
寺
院
の
属
す
る
地
域
性
の
違
い
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
長
命
寺
周
辺
は
も
と
も
と
六
角
氏
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
地

域
で
、
単
独
の
窓
口
で
あ
っ
て
も
在
地
勢
力
の
協
力
が
比
較
的
得
や
す
か

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
金
剛
輪
寺
周
辺
は
、

一
六
世
紀
初
頭
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

戦国期六角氏の地域支配構造〔新谷〕

京
極
氏
の
影
響
が
強
く
、
国
人

・
土
豪
の

一
撲
結
合
や
地
域
権
力
な
ど
多
元
的
な

権
力
構
造
が
根
強
く
残
る
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
多
様
な
利
害
関
係
に
対
応

す
る
た
め
、
支
配
の
窓
口
も
複
線
化
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
特
に
三
上
氏
は
金
剛
輪
寺
と
の
聞
で
独
自
の
関
係
を
築
い
た
が
、
こ
う
し
た

「
窓
口
」
の
あ
り
方
が
戦
国
期
を
通
じ
て
維
持
・
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

「地
域
支
配
の
窓
口
」
と
な
っ
た
被
官
は
、
単
に
六
角
氏
の
命
令
を
伝
え
る
だ

け
で
な
く
、
寺
社
か
ら
定
期
的
に
銭
や
貢
納
物
を
受
け
取
っ
た
り
、
人
足
を
賦
課

す
る
な
ど
、
独
自
の
利
害
を
も
っ
存
在
で
も
あ
っ
た
。
六
角
氏
の
支
配
は
、
こ
う

し
た
個
別
の
利
害
関
係
を

一
定
度
容
認
し
た
上
で
成
り
立
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

「地
域
支
配
の
窓
口
」
の
命
を
受
け
、
現
地
に
行
っ
て
交
渉
を
行
う
の
は

「使

者
」
も
し
く
は

「中
間
」
で
あ
る
。
金
剛
輪
寺
と
の
聞
を
結
ぶ
、

三
上
氏
の
使
者

の
谷
氏
は
蒲
生
郡
の
武
佐
に
館
を
構
え
て
い
た
。
能
登
忠
行
の
使
者
の
鈴
村
甚
五

郎
も
蒲
生
郡
の
鈴
を
出
自
に
も
っ
て
い
る

（第
二
章）

。
こ
の
よ
う
に
、

「
使
者
」

は
支
配
領
域
と
も
と
も
と
接
点
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
観
音
寺
城
内
に
住
ん
で
い
た

わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
六
角
権
力
内
で
は
、

権
力
意
志
の
伝
達
者
と
し
て

の
位
置
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
谷
氏
が
金
剛
輪
寺

領
よ
り
年
貢
を
受
け
取
っ
て
い
た
事
実
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

「使
者
」
も
独

自
の
利
害
を
も
っ
存
在
で
あ
っ
た。

一
方
、
長
命
寺
と
の
関
係
で
、
池
田
氏
の
下
に
特
定
の

「使
者
」
が
い
た
こ
と

は
確
認
で
き
な
い
。
池
田
氏
は
む
し
ろ
、
在
地
の
深
尾
氏
・
小
森
氏
・
長
田
氏
な

ど
を
自
己
の
統
制
下
に
置
き
、

必
要
に
応
じ
て
彼
ら
を

「使
者
」
と
し
て
長
命
寺

に
派
遣
し
た

（第
一
章
）。

こ
の
点
か
ら
も
、
長
命
寺
と
の
窓
口
を
つ
と
め
た
池
田

氏
の
方
が
、

三
上
氏
や
能
登
忠
行
に
比
べ
て
在
地
掌
握
を
一
層
進
め
て
い
た
こ
と

と
い
え
よ
う
。

「中
間
」
は
、
権
力
の
末
端
と
し
て
意
志
伝
達
に
携
わ
り
、
時
に
は
軍
事
力
と
も

な
っ
た
。
六
角
氏
当
主
だ
け
で
な
く
、
「
地
域
支
配
の
窓
口
」
も
「
使
者
」
も
多
数

の
中
聞
を
抱
え
て
い
た
が
、
彼
ら
は
階
層
ご
と
に
様
々
な
呼
称
で
呼
ば
れ
て
い
た

ょ
う
で
あ
る
。
本
来
は
村
落
上
層
身
分
の
者
で
あ
り
、
在
村
の
ま
ま
奉
公
す
る
よ

う
な
ケ
l
ス
も
み
ら
れ
た

（第
一
章
）。

「
中
間
」
は
権
力
末
端
と
し
て
の
立
場
を

苛
unu 
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利
用
し
て
、

寺
社
へ
礼
銭
な
ど
を
要
求
し
て
お
り
、
独
自
の
利
害
を
も
っ
て
い
た。

こ
の
他
、
特
定
の
分
野
を
担
当
す
る
被
官
も
い
た
。

「
舟
奉
行
」
大
塚
八
郎
兵

衡
や
寧
事
・

外
交
の
場
面
で
活
躍
し
た
妙
観
院
が
そ
れ
に
あ
た
る

（第一

章
）
。

彼

ら
は
六
角
氏
当
主
に
直
属
し
、
地
域
に
関
係
な
く
、
自
身
の
担
当
分
野
に
関
す
る

権
力
の
意
志
伝
達
に
幅
広
く
携
わ

っ
た
。
深
尾
氏
は
、
長
命
寺
と
の
関
係
で
は
池

田
氏
の
統
制
下
に
あ
っ
た
が
、
湖
上
勢
力
と
の
折
衝
を
担
当
す
る
被
官
と
し
て
地

域
を
越
え
た
活
動
を
一
示
す
。
六
角
氏
権
力
の
意
志
伝
達
は
、

「
地
域
支
配
の
窓
口
」

と
こ
う
し
た
特
定
の
分
野
の
担
当
者
が
相
互
に
補
完
す
る
こ
と
で
成
り
立

っ
て
い

た
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
戦
国
期
六
角
氏
の
支
配
は
、
こ
う
し
た
個
々
の
被
官
に
依
存
す
る
形
で

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
六
角
氏
は
、
彼
ら
を
観
音
寺
域
内

に
集
め
る
こ
と
で
、
権
力
と
し
て
の
求
心
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
彼
ら
が
支
配
領
域
に
拠
点
を
設
け
、
地
域
権
力
化
す
る
こ
と
を
防
い
だ

の
で
あ
る
。

ま
た
、
六
角
氏
の
意
志
決
定
に
携
わ
る
奉
書
署
判
者
に
は
出
自
が
不
明
な
も
の

が
多
く
、
観
音
寺
域
内
で
政
務
を
執
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
域
内
で

訴
訟
裁
定
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
観
音
寺
城

は
ま
さ
に
、
六
角
氏
権
力
の
政
治
機
能
が
集
約
し
た
拠
点
で
あ
っ
た
。

観
音
寺
城
の
特
異
な
縄
張
構
造
は
、
後
年
の
観
音
寺
騒
動
や

『六
角
氏
式
目
」

一
授
的
な
権
力
構
造
の
反
映
で
あ
る
と
し
ば
し
ば
評
さ
れ
て
き

に
引
き
付
け
て
、

た
。
し
か
し
、
観
音
寺
城
は
六
角
氏
の
支
配
を
担
う
権
力
機
構
が
集
ま
っ
た
場
で

あ
り
、
地
域
で
自
生
的
に
形
成
さ
れ
る
一
撲
と
は
編
成
原
理
が
本
質
的
に
異
な
る
。

ま
た
観
音
寺
城
は
、
観
音
寺
騒
動
後
、
権
力
体
制
を
立
て
な
お
す
た
め
、
現
在

｛
開
｝

残
る
形
に
整
備
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
軍
事
的
・
政
治
的
に
混
乱

を
極
め
る
な
か
で
、
あ
の
よ
う
な
大
規
模
な
普
請
を
行
い
え
た
と
は
到
底
考
え
ら

れ
な
い
。

「騒
動
後
整
備
説
」
は
、

『六
角
氏
式
目
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

一
挟

的
な
権
力
像
と
観
音
寺
城
の
構
造
と
を
結
び
付
け
る
と
い
う
理
論
的
要
請
の
下
、

生
み
出
さ
れ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

観
音
寺
城
の
整
備
は
、
や
は
り
官
僚
制
の
整
備
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
。

「金
剛
輪
寺
下
倉
米
銭
下
用
帳
」
に
よ
れ
ば
、
観
音
寺
城
で
は
弘
治

二
年
に
石
垣
普
請
を
伴
う
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る

（第
二
章
）
。

こ
の
年
に
は
六
角

義
弼
の
元
服
が
行
わ
れ
、
翌
年
義
弼
は
家
督
を
継
い
で
い
れ
問。

観
音
寺
城
の
改
修

に
は
、
次
期
当
主
を
官
僚
機
構
が
支
え
て
い
く
こ
と
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
ね

-104-

ら
い
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（2
）
六
角
氏
権
力
に
と
っ
て
の
地
方
寺
社

六
角
氏
権
力
は
、
地
方
寺
社
と
関
係
を
も
つ
こ
と
で
以
下
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
つ
は
、
寺
社
が
も
っ
豊
か
な
経
済
的

・
人
的
資
源
を
利
用
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
六
角
氏
は
地
方
寺
社
に
対
し
、
礼
銭
・
兵
糧
米

・
材
木
な
ど
の
物
質

的
な
資
源
だ
け
で
な
く
、
職
人

・
船
頭
・
物
資
運
搬
用
や
在
番
の
人
足
な
ど
人
的

資
源
の
供
出
を
し
ば
し
ば
求
め
た
。
こ
う
し
た
種
々
の
賦
課
が
、
地
方
寺
社
の
も

つ
多
様
な
社
会
的
機
能
を
前
提
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

も
う

一
つ
は
、
寺
社
を
地
域
支
配
の
窓
口
と
し
て
利
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
で



あ
る
。
具
体
的
に
は
、

①
寺
院
の
力
を
借
り
て
行
っ
た
堤
普
請
（
第
一
章
）
、

②
地

域
で
起
き
た
相
論
の
裁
定
に
お
け
る
窓
口
と
し
て
の
役
割

（第
一
章
）
、
①
諸
浦
か

ら
の
船
頭
の
徴
発

（第
一
章
）
や
、
人
足
・
職
人
の
徴
発

（第
二
章
）
、
④
寺
社
を

核
と
し
た
国
人
・

土
豪
の

一
挟
へ
の
対
峠

（第
二
務
）
な
ど
の
事
・
例
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
寺
社
を
介
し
て
地
域
の
諸
集
団
に
対
峠
す
る
方
法
は
、
寺
社
が
多
様

な
社
会
関
係
を
も
っ
た
近
江
固
な
ら
で
は
の
支
配
方
式
と
い
え
よ
う
。

一
方、

一
六
世
紀
中
葉
以
降
、
六
角
氏
権
力
は
地
域
の
諸
集
団
に
直
接
対
峠
す

る
志
向
性
も
み
せ
る
よ
う
に
な
る
。

「御
中
間
」
を
派
遣
し
て
詩
集
団
に
対
し
て

強
制
力
を
発
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（第
二
車）

。

「
御
中
間
」
は
、

①

権
力
の
命
令
を
強
制
執
行
す
る
場
合
、

②
寺
社
や
村
落
な
ど
の
諸
集
団
か
ら
の
要

請
に
応
じ
て
強
制
執
行
を
行
う
場
合
な
ど
に
派
遣
さ
れ
た
。

①
の
代
表
的
な
事
例
と
し
て
は
、
弘
治
三
年

（
一
五
五
七
）
の
伊
勢
国
進
攻
に
際

し
、
得
珍
保

（来
近
江
市
）
に
俵
を
運
ぶ
人
足
を
要
求
し
、

「
於
難
渋
者
、
以
御
中

関
可
有
槌
貴
由
、
被
仰
出
候
也
」
と
強
制
力
の
発
動
を
ち
ら
つ
か
せ
た
こ
と
が
知

戦国期大角氏の地域支配構造〔新谷〕

ら
れ
る
。
こ
の
時
得
珍
保
は
、
百
姓
の
多
く
が
六
角
氏
被
官
に
つ
い
て
出
陣
し
て

い
る
た
め
、
応
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

（蝿）

祐
に
伝
え
て
い
る
。

「
御
中
間
奉
行
」
で
あ
る
宮
木
賢

｛叩
）

【史
料
7
】
谷
重
継
書
状
〔

『今
期
日
吉
神
社
文
舎
』
一一

六
〕

此
御
返
事
可
承
候
、
明
日
ハ
五
時
よ
り
行
候
而
可
然
候
、

態
以
折
紙
申
候
、
仰
人
足
之
儀
付
而
、
宮
木
殿
へ
人
を
遣
、
上
儀
御
内
儀
た

つ
ね
申
度
候
ニ
付
而
、
瓜
一
荷
可
遣
由
候
、
其
談
申
聞
候
へ
ハ
、
は
や
此
儀

ニ
先
日
瓜
一
荷
被
遺
候
、
又
同
道
候
、
然
者
大
儀
な
か
ら
両
種
一
荷
被
遣
可

然
候
、
太
尾
城
迄
ハ
七
里
あ
ま
り
あ
る
へ
く
候
問
、
何
ニ
二
日
か
〉
り
可
申

候
、
人
足
其
方
に
て
被
仰
付
候
て
可
然
候
、
酒
其
方
に
て
樽
被
調
候
へ
く
候
、

い
や
と
申
候
も
候
ま
し
く
候
、
何
に
宮
木
殿
御
中
間
奉
行
事
候
問
、
其
分
に

て
可
然
候
、

一
の
し
二
百
本
、
此
方
候
、
返
事
次
第
持
せ
可
遣
、

一
す
し

・
あ
ら
ま
き
ニ
、
其
方
に
て
御
さ
せ
候
へ
く
候
、

一
公
文
同
前
ニ
害
状
調
候
て
、
明
日
早
々
可
進
候
、
た
し
か
に
御
返
事
可
承

候
、
恐
々
謹
言
、

谷
孫
左
衛
門
尉

七
月
十
八
日

重
継
（
花
押
）

源
左
衛
門
殿

弥
左
衛
門
殿

弥
兵
衛
殿

其
外
下
回
郷
惣
分
ま
い
る

右
の
史
料
に
み
え
る
「
御
中
間
奉
行
」
宮
木
賢
祐
は
、
得
珍
保
か
ら
の
申
し
出

を
受
け
、
六
角
義
賢
に
判
断
を
仰
い
で
い
る
。

「
御
中
間
奉
行
」
は
御
中
間
の
と

り
ま
と
め
を
行
う
組
織
で
あ
る
が
、
派
遣
の
是
非
は
当
主
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
御
中
間
に
よ
る
強
制
執
行
が
行
わ
れ
る
な

か
で
、
そ
れ
を
と
り
ま
と
め
る
「
御
中
間
奉
行
」
と
い
う
機
構
が
形
成
さ
れ
た
こ

と
は
注
目
さ
れ
る
。

②
の
事
例
と
し
て
は
、
第
二
章
の
例
の
他
に
、
次
の
よ
う
な
ケ
l
ス
が
あ
る
。

【史
料
8
】
馬
淵
塩
屋
小
五
郎
請
状
〔

「今
掘
日
吉
神
社
文
書
」
一
＝
一
四〕

E
d
 

A
U
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今
度
た
な
か
い
よ
り
塩
商
人
之
儀
付
而
、
岡
崖
山
上
へ
御
中
間
以
な
し
か
け

の
御
成
敗
被
付
候
、
難
然
、
理
不
尽
之
問
、
従
今
堀
之
郷
被
成
御
申
儀
理
運

之
問
、
則
御
中
間
は
い
ふ
せ
ん
弐
百
文
、
た
な
か
い
よ
り
取
返
而
遣
之
候
、

の
而
為
後
日
状
如
件
、

馬
淵
塩
ヤ

弘
治
三
年
巳
ノ
霜
月
廿
三
日

小
五
郎

（花
押
）

保
内今

堀
郷
ま
いる

弘
治
三
年

（
一
五
五
七
）
、
田
中
江
と
今
回
知
郷
が
塩
商
人
の
こ
と
で
対
立
し
、
回

中
江
の
要
請
に
応
じ
て
、
六
角
氏
は
問
屋
・
山
之
上

【図
3

】

｛
畑
山
｝

て
成
敗
を
下
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
馬
淵
の
塩
屋
小
五
郎
は
今
堀
の
主
張
に
理
が

へ
御
中
間
を
も
っ

あ
る
と
し
、
御
中
聞
が
取
っ
た
「
は
い
ふ
せ
ん
」
・
（配
符
銭
。
御
中
間
派
遣
に
要
す
る

費
用
か
）
を
、
田
中
江
よ
り
取
り
戻
す
こ
と
を
請
け
負
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
六
角
氏
が
田
中
江
の
要
請
に
応
じ
て
「
御
中
間
」
を
派
遣
し
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
戦
国
期
の
六
角
氏
は
、
地
域
間
紛
争
を
強
制
力
を
も
っ

て
解
決
し
よ
う
と
志
向
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「御
中
間
」
の
役
割
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
組
織
化
・
統
制
が
図
ら
れ

る
。
戦
国
末
期
の
御
中
間
は
、

「
一
の
御
中
間
」

「
二
の
御
中
間
」
と
、
階
層
も

し
く
は
役
割
で
区
分
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

「金
剛
輪
寺
下
倉
米
銭
下
用
帳
」

か
ら
う
か
が
え
る
。
彼
ら
を
統
括
す
る
の
が
先
述
し
た

「御
中
間
奉
行
」
で
あ
ろ

ぅ
。
こ
の
よ
う
に
「
御
中
間
」
に
よ
る
謎
賀
の
体
制
が
整
備
さ
れ
た
背
景
に
は
、

誼
買
を
受
け
る
側
と
求
め
る
側
の
双
方
が
集
団
と
し
て
成
熟
し
て
い
た
こ
と
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

謎
資
を
受
け
る
側
で
あ
る
、
戦
国
期
村
落
が
自
治
を
強
め
、
加
地
子
な
ど
種
々

の
得
分
を
留
保
し
て
い
た
こ
と
は
、
宮
島
な
ど
が
論
じ
て
い
る
。
六
角
氏
権
力
が

地
域
支
配
の
窓
口
と
し
て
位
置
づ
け
た
地
方
寺
社
で
は
、
こ
う
し
た
動
向
に
十
分

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
時
代
は
下
る
が
、
永
禄
八
年

（
一五
六
五
）

一
一
月
三
日
に
六
角
氏
が
永
源
寺

（東
近
江
市
）
に
出
し
た
奉
書
に
は
「
飯
高
寺
領

事
、
諸
公
事
免
除
無
其
隠
処
、
背
先
規
近
年
宿
代
官

・
百
姓
等
号
地
下
支
配
、
恋

徳
分
米
引
取
云

、々

井
田
畠
不
得
内
検
立
毛
苅
取
、
剰
為
百
姓
所
行
引
率
近
所
隣

（限｝

一
行
不
納
」
と
あ
り
、
永
源
寺
の
得
分
を
百
姓
ら
が
確
保
し
た

郷
、
押
免
相
行
、

り
、
近
所
隣
郷
を
率
い
て
損
免
を
獲
得
す
る
よ
う
な
動
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
六
角
氏
権
力
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
自
ら
解
決
す
る
こ
と
で
、
地
方
寺
社
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を
窓
口
と
し
た
地
域
支
配
体
制
を
補
完
す
る
と
と
も
に
、
地
方
寺
社
の
権
益
を
保

護
し
た
の
で
あ
る
。

謎
責
を
求
め
る
側
に
つ
い
て
、
史
料
8
で
田
中
江
の
求
め
に
応
じ
て
御
中
聞
が

派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
体
制
が
宮
島
の
い
う
社
団
の
権
益
保
護
を
も

念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
六
角
氏
は
社
団
を
誼
責
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
権
益
を
保
証
す
る
志
向
も
も
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
御
中
間
」
の
派
遣
は
、
地
方
寺
社
や
社
固
な
ど
あ
ら
ゆ
る
集
団

に
と

っ
て
、
そ
の
権
益
を
抑
制
し
た
り
、
保
護
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
な

「手

段
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
様
々
な
集
団
の
論
理
が
交
錯
す
る
戦
国
社
会
に
柔
軟

に
対
応
し
う
る
体
制
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

，－e
－－J

、

ふ
／
み
J

’L

「
御
中
間
」
を
六
角
氏
の
強
制
力
と
し
て
位
置
づ
け
る
体
制
に
は
大



き
な
限
界
が
あ
っ
た
。
先
の
保
内
と
田
中
江
と
の
相
論
で
は
、

「
御
中
間
」
を
派

遣
し
て
お
き
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
相
手
か
ら
配
符
銭
を
取
り
返
す
と
い
う
実
力

行
使
で
解
決
が
図
ら
れ
た

【史
料
8
】
。
御
中
間
に
よ
る
強
制
執
行
は
、
地
域
の

矛
盾
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
い
つ
も
効
力
を
発
揮
し
え
た
と
は
い
い
が
た
い
。

ま
た
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）

、
金
剛
輪
寺
は
三
上
氏
に

「御
中
間
」
の
派
遣
を

求
め
て
い
る
（
第
二
章
）。

「御
中
間
」
は
六
角
氏
に
直
属
し
、

「御
中
間
奉
行
」

が
そ
れ
を
統
括
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
六
角
氏
被
官
が
独
自
に
中
間

を
派
遣
し
て
識
賀
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
戦
国
期
六
角
氏
の
地
域
支
配
が
、
寺
社
を
介
し
た
間
接
的
な
地
域
の
把

握
か
ら
、
直
接
諸
集
団
に
対
峠
す
る
方
向
へ
と
徐
々
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
様
子
が

う
か
が
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
だ
が
、
後
者
が
主
流
を
占
め
る
こ
と
は
な

く
、
双
方
が
混
在
す
る
状
態
で
戦
国
末
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（3
）
地
減
社
会
に
お
け
る
六
角
氏
権
力
の
位
置

前
節
で
み
た
よ
う
な
種
々
の
賦
課
を
寺
社
が

一
定
度
容
認
し
た
背
景
に
は
、
次
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の
よ
う
に
寺
社
が
六
角
氏
権
力
に
依
存
す
る
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

第

一
に
、
六
角
氏
権
力
は
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
背
景
に
、
寺
社
の
安
全
や
権
益

を
保
証
し
た
。
戦
争
が
起
き
る
と
、
寺
社
は
上
位
権
力
に
対
し
て
安
全
や
権
益
保

護
の
文
書
や
制
札
を
求
め
た
。
宮
島
は
寺
院
の
箪
事
力
を
高
く
評
価
す
る
が
、
少

な
く
と
も
長
命
寺
や
金
剛
輪
寺
が
六
角
氏
や
京
極

・
浅
井
氏
な
ど
と
の
戦
闘
に
軍

事
力
と
し
て
加
わ
っ
た
形
跡
は
見
受
け
ら
れ
な
い
し
、
ま
し
て
や
自
身
が
戦
闘
の

主
体
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
寺
院
が
武
力
を
も
っ
た
こ
と
自
体
は
否
定
し
な

い
が
、
そ
れ
を
行
使
し
て
自
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
は
実
際
に
は
な
か
っ
た
と
い

、えよ、っ
。

第
二
に
、
六
角
氏
権
力
は
強
制
力
を
発
揮
し
て
地
域
の
紛
争
を
解
決
し
た
。
寺

領
な
ど
で
起
き
た
相
論
の
裁
定
を
六
角
氏
に
委
ね
た
り
、
そ
の
決
定
を
「
御
中
間
」

を
も
っ
て
強
制
執
行
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

第
三
に
、
六
角
氏
権
力
は
周
辺
諸
勢
力
か
ら
の
違
乱
を
抑
止
し
た
。
地
域
の
国

人
や
土
豪
、
あ
る
い
は
六
角
氏
被
官
な
ど
は
、
自
身
の
利
害
に
基
づ
き
寺
社
に
様
々

な
要
求
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
六
角
氏
権
力
の
支
持
が
不
可

欠
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

二
節
の
検
討
結
果
を
も
踏
ま
え
れ
ば
、
六
角
氏
の
地
域
支
配
は
地
方
寺
社
と
の

相
互
依
存
関
係
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
寺
社
の
も
つ
関
係
は
六
角
氏
の
み
に
収
数
し
な
か

っ
た
。
実
際
の
地

域
に
お
い
て
は
、
六
角
氏
に

二
苅
化
し
な
い
、
多
元
的
な
権
力
秩
序
が
形
成
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
第
二
寧
の
事
例
で
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
六
角
氏
の
意

向
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
の
問
題
を
解
決
し
う
る
国
人

（地
域
権
力
）
や
、
荘
園
鎮

守
を
紐
帯
と
し
た
国
人
・
土
豪
の
一
授
が
戦
国
期
を
通
じ
て
存
続
し
て
い
た
。
寺

社
は
そ
れ
ぞ
れ
と
個
別
的
に
関
係
を
結
び
、
状
況
に
応
じ
て
そ
の
関
係
を
使
い
分

け
る
こ
と
で
自
己
の
権
益
を
保
持
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
長
命
寺
と
金
剛
輪
寺
に
残
る
帳
簿
史
料
を
手
掛
か
り
に
、
六
角
氏

の
支
配
の
性
格
を
戦
国
期
の
地
域
社
会
の
な
か
で
考
え
て
み
た
。
以
下
の
三
点
が

-107一



研究論文

成
果
と
い
え
よ
う
。

第
一
に
、
六
角
氏
の
地
域
支
配
方
式
の
大
枠
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
六
角
氏
の

支
配
は
、
観
音
寺
域
内
に
い
た
有
力
被
官
を
「
地
域
支
配
の
窓
口
」
と
位
置
付
け
、

「
使
者
」
や
中
問
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
域
の
国
人
・
土
豪
を
現
地
に
派
遣
す
る
こ

と
で
行
わ
れ
た
。
権
力
支
配
を
担
う
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
利
害
を
も

っ
て
地
域
に
対
峠
し
て
い
た
。
六
角
氏
は
そ
れ
を
一
定
度
容
認
し
た
上
で
、
観
音
寺

城
を
定
点
に
緩
や
か
に
統
合
し
、
権
力
の
求
心
性
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
六
角
氏
と
地
方
寺
社
と
の
相
互
依
存
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
六
角
氏
が
地
方
寺
社
の
様
々
な
社
会
関
係
や
機
能
を
利
用

す
る

一
方
、
地
方
寺
社
は
六
角
氏
に
自
己
の
安
全
や
権
益
の
保
護
を
求
め
た
。
こ

う
し
た
関
係
性
は
、
寺
社
が
戦
国
期
に
な
っ
て
も
多
様
な
社
会
的
機
能
を
維
持
し

つ
づ
け
た
近
江
国
の
特
質
の

一
端
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
三
に
、
六
角
氏
に
収
品
放
さ
れ
な
い
多
元
的
な
権
力
秩
序
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。
近
江
で
は
、
六
角
氏
を
最
上
位
に
位
置
付
け
な
が
ら
も
、
地
域
権
力
や

国
人
・
土
豪
の
一
授
が
独
立
し
て
地
域
に
影
響
を
与
え
続
け
る
状
況
が
戦
国
期
を

通
し
て
確
認
で
き
る
。

六
角
氏
の
地
域
支
配
構
造
は
、
戦
閏
期
近
江
の
地
域
社
会
に
対
峠
す
る
な
か
で

歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
支
配
構
造
は
、
諸
勢

力
の
微
妙
な
パ
ワ
l
バ
ラ
ン
ス
の
下
、
戦
国
末
期
ま
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

六
角
氏
は
村
落
と
直
接
対
峠
す
る
志
向
性
を
み
せ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
地
方
寺

社
や

一
授
結
合
な
ど
様
々
な
集
団
と
の
関
係
性
に
規
制
を
受
け
続
け
て
い
た
と
い

え
よ
う
。
共
同
体
を
単
位
に
支
配
を
実
現
し
た
近
世
権
力
と
は
、
権
力
の
性
質
が

大
き
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
す
る
と
、
六
角
氏
を
戦
国
大
名

｛問）

と
捉
え
る
議
論
に
は
疑
問
が
あ
る
。

（胤
）

ま
た
、
六
角
氏
を
戦
国
期
守
護
と
捉
え
る
見
方
で
は
、
六
角
氏
が
前
代
の
守
護

代
に
依
存
し
た
支
配
を
否
定
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
支
配
体
制
を
形

成
し
た
面
を
評
価
で
き
な
い
。

一
六
世
紀
初
頭
以
降
の
支
配
の
安
定
化
を
幕
府
と

の
関
係
の
み
で
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

戦
国
期
の
六
角
氏
は
、
既
存
の

「戦
国
大
名
」
「
戦
国
期
守
護
」
と
い
っ
た
概
念

で
は
も
は
や
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
多
様
な
属

性
を
も
っ
権
力
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
共
同
体
と
の
関
係
や
守
護
公
権
、
地
方
寺

社
の
有
す
る
社
会
的
関
係
な
ど
様
々
な
要
素
を
地
域
の
な
か
に
構
造
的
に
位
置
づ

け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
畿
内
近
国
で
は
「
地
域
か
ら
権
力
を
み
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る
」
視
点
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
に
残
る
史
料
に
真
撃
に
向
き

合
う
こ
と
が
ま
ず
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
本
稿
は
、
そ
の
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。

本
稿
は
、
長
命
寺
・
金
剛
輪
寺
周
辺
と
い
う
限
ら
れ
た
地
域
を
対
象
と
し
た
が
、

六
角
氏
権
力
の
性
格
を
全
面
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
戦
国
期
の
近
江

一

国
の
権
力
構
造
を
分
析
し
、
そ
の
な
か
で
六
角
氏
支
配
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
本
稿
の
検
討
結
果
を
正
し
く
位
置
付
け
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【註
】

（1
）
勝
俣
鎖
夫
「
六
角
氏
式
自
の
所
務
立
法
の
考
察
」

『岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
会
報

告
・
人
文
科
学
」
一七、

一
九
六
八
年
（
の
ち
、
同

『戦
国
法
成
立
史
論
」
東
京
大

学
出
版
会
、

一
九
七
九
年
、
に
再
録
）

。



戦国期六角氏の地域支配構造〔新谷〕

（Z
）
勝
俣
鋲
夫

『戦
国
時
代
論
」

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
。

（3
）
山
室
恭
子

「中
世
の
な
か
に
生
ま
れ
た
近
世
」
（古
川
弘
文
館
、

一
九
九
一
年
）
な
ど
。

（
4
）
天
野
忠
幸
「
一
ニ
好
氏
の
畿
内
支
配
と
そ
の
構
造
」
（
「
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
九
人
、
二

0
0六
年
）
。

（
5
）
今
岡
典
和

・
川
岡
勉

・
矢
田
俊
文
「
戦
国
期
研
究
の
課
題
と
展
望
」

（
「
日
本
史
研

究』

二
七
八
、
一

九
八
五
年
）
、
川
岡
勉

『室
町
幕
府
と
守
融
政
権
カ
』
（
吉
川
弘
文

館、

二
O
O
二
年
）

な
ど
。

（6
）
代
表
的
な
研
究
は
次
の
通
り
。
畠
山
氏
の
研
究
と
し
て
、
小
谷
利
明

『畿
内
戦
国
期

守
護
と
地
域
社
会
』
（
清
文
堂
出
版
、

二
0
0＝一
年
）
、
お
よ
び
弓
念
弘
年
「
中
世

後
期
総
内
近
国
守
秘
の
研
究
』

（
清
文
堂
出
版
、

二
O
O六
年
）
、

細
川
氏
の
研
究

と
し
て
、
古
野
貢

『中
世
後
期
細
川
氏
の
権
力
構
造
」

（士口
川
弘
文
館
、
二
O
O
八

年
）
、
赤
松
氏
の
研
宛
と
し
て
、
野
悶
泰
三

「戦
国
期
に
お
け
る
守
護
・
守
護
代
・

国
人
」
（
『
日
本
史
研
究
』
四
六
四
、

二
O
O
一
年
）
が
あ
る
。

（
7
）
宮
島
敬
一
「
戦
国
期
に
お
け
る
六
角
氏
織
力
の
性
格
｜
発
給
文
書
の
性
格
を
中
心
と

し
て
｜
」
（

「史
潮
」
新
五
、

一
九
七
九
年
）。

（8
）
宮
島
敬

一
「
近
江
に
お
け
る
戦
国
大
名
権
力
と
村
務

l
「
公
」
を
め
ぐ
る
確
執
｜
」

『中
世
の
村
と
流
通
」
（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
二
年）

。

（9
）
宮
島
敬
一
「
戦
国
期
地
方
寺
社
の
機
能
と
役
割
｜
近
江
国
の
寺
社
と
地
域
社
会

l
L

（
『
研
究
紀
要
』
二
二
、
佐
賀
大
学
教
養
学
部
、
一
九
九
O
年
）。

（
m）
今
岡
典
和

「戦
国
期
の
幕
府
と
守
護
｜
近
江
守
護
六
角
氏
を
素
材
と
し
て
」

（『
ヒ

ス
ト
リ
ア
』
九
九、

一
九
八
三
年
）
、
同
「
六
角
氏
式
自
の
歴
史
的
位
置
」
有
光
友

製
編

『戦
図
期
権
力
と
地
域
社
会
」
（
古
川
弘
文
館
、

一
九
八
六
年
）

。

（日
）
寺
社
の
も
つ
宗
教
的
側
面
と
権
力
と
の
関
係
を
問
、
つ
研
究
は
多
い
。
湯
浅
治
久
は
、

坂
田
郡
の
大
原
観
音
寺
と
奉
公
衆
の
大
原
氏
を
例
に
、
大
原
氏
が
荘
園
鎖
守
社
で
あ

る
大
原
観
音
寺
の
宗
教
的
機
能
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
公
方
」
の
公
権
を

実
態
た
ら
し
め
た
と
鎗
じ
た
〔
『
中
世
後
期
の
地
域
と
在
地
領
主
』
吉
川
弘
文
館
、

三
O
O
二
年
〕
。
湯
浅
は
、
権
力
と
寺
社
と
の
関
係
性
を
「
宗
教
的
秩
序
の
取
り
込

み
」
と
い
う
非
常
に
抽
象
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
宮
島
の
よ
う
な
「
地

域
に
聞
か
れ
た
」
寺
社
の
イ
メ
ー
ジ
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
椀
カ
の
寺
社
へ
の
関

与
は
宗
教
的
関
係
の
み
で
説
明
で
き
な
い
。

（
ロ
）
仲
村
研

「
品
川
島
の
う
つ
り
か
わ
り
」
『
ぴ
わ
湖
の
専
業
漁
携
」
（
滋
賀
県
教
育
委
員

会
、
一
九
八
O
年
）
、
鍛
代
敏
雄
「
戦
国
時
代
の
関
所
に
つ
い
て
の
一
試
論
｜
近
江

国
沖
島
の
湖
上
関
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
『
日
本
歴
史
」
五
O
七
、
一
九
九
O
年
（
の
ち
、

「
関
所
史
論
｜
戦
国
期
の
新
関
｜
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
同
『
中
世
後
期
の
寺
社

と
経
済
』
恩
文
聞
出
版
、

一
九
九
九
年
、
に
再
録
）
、
鈴
木
敦
子
「
戦
国
期
に
お
け

る
湖
東
地
域
の
商

・
職
人
編
成
」
永
原
康
二
編
『
大
名
領
国
を
歩
く
』
古
川
弘
文
館
、

一
九
九
四
年
（
の
ち
、
同

「日
本
中
世
社
会
の
流
通
構
造
」
校
念
書
一房
、
二

0
0
0

年
、
に
再
録
）

。

（日
）
『
長
命
寺
古
文
書
等
閑
査
報
告
瞥
』
（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、

二
O
O三
年
）

に
て
、

中
世
文
書
の
す
べ
て
が
翻
刻
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
帳
簿
史
料
を
年
代
願
に
並
べ
、

表
1
に
整
理
し
た
。

（M
H

）
下
坂
守

「近
江
守
護
六
角
氏
の
研
究
」

な
ど
。

（『
古
文
也
研
究
』

一一一、
一
九
七
八
年
）

（お
）
村
井
祐
樹
編

「戦
国
造
文
六
角
氏
編
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
O
O九
年
）
一
一
一
一

号
、
『
長
命
寺
文
岱
古
文
舎
等
調
査
報
告
舎
』
一
二

O
号
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
戦

一

三一
、
長

二一
O
と
表
記
す
る
。

（時
）
「
五
百
文
同
十
五
日
、
用
木
事
ニ
九
里
殿
タ
ル
代
」
〔
長
一

O
一二〕、

「
一
升
五

合

九
皇
殿
ヨ
リ
カ
ヤ
サ
ヲ
キ
リ
上
口
衆
門
川
川
ハ
U
」
〔
長
二
六
九
〕
、
「
六
升
七

月
二
日
、
九
堕
昌
殿
若
衆
十
二
人
キ
ホ
ウ
竹
切
ニ
上
ノ
時
、
飯
米
ニ
下
」
〔
長
二
七
O
〕
。

（
げ
）
た
だ
し
、
深
尾
氏
と
三
上
氏
は
池
田
氏
を
介
さ
ず
に
勧
進
銭
を
渡
し
て
い
る
。
深
尾

氏
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
六
角
氏
の
湖
上
勢
力
と
の
折
衝
を
広
く
任
さ
れ
て
お
り
、

長
命
寺
と
も
個
人
的
に
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
上
氏
に
つ
い
て
は

第
三
章
で
詳
し
く
論
じ
る
が
、
旧
守
護
代
の
家
で
、
六
角
氏
当
主
の
意
を
必
ず
し
も

前
提
と
せ
ず
に
金
剛
輪
寺
と
関
係
を
結
ん
だ
。
長
命
寺
周
辺
へ
の
支
配
の
形
跡
は
う

か
が
え
な
い
が
、
池
田
氏
を
介
さ
ず
に
長
命
寺
に
入
り
込
ん
で
い
る
と
す
れ
ば
、
三

上
氏
は
権
力
内
で
は
か
な
り
特
異
な
存
在
と
評
価
で
き
よ
う
。

（同
）
天
文
四
年

一
月

一
O
白、

京
極
氏
旧
臣
、
多
賀
貞
隆
が
六
角
方
へ
寝
返
っ
た
こ
と
を

受
け
、
京
極
氏
の
箪
勢
が
多
賀
貞
隆
を
攻
め
た
。
岡
二
月

一
人
目
、
定
頼
は
多
賀
貞

-109ー
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隆
を
助
け
る
た
め
に
北
郡
へ
派
兵
し
た

（宮
島
敬

一
『人
物
叢
書
浅
井
氏
三
代
』

吉
川
弘
文
館
、

二
O
O人
年
）。

天
文
四
年
人
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
恐
ら
く
「
北

郡
御
陣
」
に
連
動
し
て
、
別
所
氏
に
合
力
す
る
た
め
に
池
田
大
和
守
ら
六
角
氏
の
軍

勢
が
高
島
郡
に
出
陣
し
た
〔
長
一

一七
＝
己
。

（凶
）

「
六
角
定
頼
書
状
写
」
『
古
証
文
」
四

（戦
二
五
三
、
一
一五七、

二
五
九
、
二
六
三
）
。

（初
）
「
六
角
定
頼
書
状
写
」

『集
古
文
書
」
六
七
（
戦

一一

O
一）。

（幻）

「六
角
義
賢
書
状
写
」

『賞
穣
古
簡
集
』一
一
（戦

一二一一
四
）。

（忽
）
村
井
祐
樹
「
戦
国
期
佐
守
木
六
角
氏
家
臣
名
の
再
比
定
」

（
『日
本
歴
史
』
七
三
五
、

二
O
O
九
年
）。

（お
）
「
六
角
氏
家
臣
書
状
写
」

『古
証
文
」
一
一（
戦
九
五
五
）。

（
出
）
「
伊
藤
家
引
付
」

『比
良
山
系
に
お
け
る
山
岳
宗
教
の
調
査
報
告
書
」

（一冗
奥
寺
文

化
財
研
究
所
、

一
九
八
O
年）

。

（お
）
弘
治
三
年
、
得
珍
保
（
東
近
江
市
）
の
両
沙
汰
人
が
六
角
氏
か
ら
の
人
足
賦
課
を
免

れ
る
た
め
に
提
出
し
た
史
料
）
に
よ
る
と
、
得
珍
保
に
は

「池
田
被
官
人
」
と

「間

三
郎
左
衛
門
与
力
」
が
い
た
よ
う
で
あ
る

〔「
得
珍
保
両
沙
汰
人
容
状
案
」

『今
堀

日
吉
神
社
文
書
』

（戦
七
七
六
）
〕
。

『戦
国
造
文
六
角
氏
編
』
の
編
者
で
あ
る

村
井
祐
樹
は
、
こ
の
池
田
氏
を
左
衛
門
尉
高
雄
に
比
定
し
て
い
る
。
も
し
そ
う
で
あ

れ
ば
、
本
稿
の
結
論
と
も
合
致
す
る
。

（お
）
大
塚
活
美
「
大
塚
城
跡
と
そ
の
周
辺
」

（
『近
江
の
城
』
九
、

一
九
八
四
年
）。

（
幻
）
前
掲
註
ロ
鍛
代
論
文
。

（お）

「六
角
定
頼
書
状
写
」

『島
記
録
』
（
戦
三
九
四
、
四
O
二
）
。

（mm
）
「
六
角
義
賢
書
状
」

「安
土
城
考
古
博
物
館
所
蔵
文
書
」

（
戦
七

一
九
）。

z
ν

l
I
l
l
l
i
－
－
 

（ぬ
）

「
一
升

二
月
廿
六
日
、
御
陣
札
銭
取
ニ
横
関
中
間
又
六
方
登
ル、

一
宿
、
飯
米
下
」

〔長
二
七
二〕

、
「
二
升
五
合
七
月

一
目
、
御
中
閥
横
関
衆
勧
進
酒
仕
候
、
酒
所

望
ニ
来
候
新
四
郎
方
藤
七
・
又
六
・
中
間
上
下
問
人
飯
米
下
」
〔
長

一
四
一己
、

「
一

升
五
合
十
日
、
検
閲
御
中
間
浜
江
来
、
雨
フ
リ
逗
留
候
、
飯
米
下
」
〔
長
一
四
八
〕

。

（幻
）
「
七
升
八
月
十
九
日
、
大
和
殿
内
長
田
源
四
郎
方
竹
所
望
時
、
奉
行
中
・
承
仕
役

人
各
々
飯
米
下
」
〔
長

一
三
九
〕

（沼
）

「
七
升

二
月
廿
四
日
、
禅
林
坊
へ
例
講
衆

・
峯
中
老
衆
礼
ニ
可
進
出
、
大
和
殿
ヨ
リ

奉
行
深
尾
次
郎
衛
門
方
登
ル
時
、
其
他
承
仕
・
役
人
衆
各
々
飯
米
下
」
〔長

一
四
O
〕。

（お
）
永
禄
三
年
、
深
尾
天
沙
は
肥
田
城
攻
め
で
の
活
躍
を
労
う
旨
の
書
状
を
沖
島
名
主
中

に
出
し
て
い
る

〔
「
深
尾
天
沙
害
状
」
『沖
島
共
有
文
書
』

（戦
七
九
二
）
〕
。
永
禄

四
年
に
は
、
深
尾
賢
治
が
竹
生
島
に
対
し
、
多
胡
氏
の
日
供
米
押
領
に
関
す
る
六
角

氏
の
決
定
を
伝
え
て
い
る

〔
「
深
尾
賢
治
書
状
案
L

『竹
生
島
文
書
」
（戦
八
五
O
）
〕
。

（鈎
）
浅
小
井
に
て
舟
の
停
泊
や
物
資
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

「下
用
帳
」
よ
り

｛小
V

う
か
が
え
る
（

「
四
升
五
合

卯
月
十
日
、
大
和
殿
京
へ
御
上
ノ
時
、
浅
北
井
ヨ
リ

送
船
ヒ
ラ
タ
ニ
般
船
人
・
若
衆
・
中
間
上
下
七
人
飯
米
下
」

〔長

一
四
一
一〕
）
。

（お
）
久
留
島
典
子

「湖
西
の

一
堺
相
論
か
ら
近
江
小
松
伊
藤
氏
と
そ
の
文
書
｜
」

（
『遥

か
な
る
中
世
』
七、

一
九
八
六
年
）。

（お
）

「
一
升
分
田
ノ
注
文
ノ
取
事
延
引
ノ
由
、
大
和
殿
ヨ
リ
中
間
来
、
飯
米
下
」
「

一

A

十
一
月
｝

升
同
廿
一

一目
、
分
困
ノ
事
ニ
年
行
事

・
問中
辛
普
坊
機
上
候
へ
と
大
和
殿
中
間
来
、

二
倍
、
飯
米
下」

「
一
升

十

二
月
十
一
日
、
分
図
ノ
事
ニ
辻
ノ
弥
三
郎
・
年
行
事

参
候
へ
と
大
和
殿
中
間
来
、
飯
米
」

〔長

一
四
五
〕
。

（幻
）

「
一
升
同
七
日
、
国
ケ
庄
代
物
以
無
事
ニ
成
候
、
大
和
殿
ヨ
リ
御
案
内
中
間

一
宿

来
、
飯
米
」
〔
長
一
四
五
〕
。
な
お
、
同
じ
要
件
で
小
森
藤
衛
門
の
中
間
も
長
命
寺

を
訪
れ
て
い
る

（
「
一
升

十

二
月
十
七
日
、
国
ケ
庄
落
居
代
物
下
候
へ
と
被
申
候

て
返
事
承
候
へ
と
、
恥
僻
門
方
中
間
弥
二
郎
、
飯
米
下
」

〔長

一
四
五
〕

）。

小
森

氏
は
小
森

（近
江
八
幡
市
）
に
い
た
と
思
わ
れ
る
勢
力
で
あ
る
。
後
に
池
田
氏
は
、

六
角
義
賢
か
ら
の
知
行
宛
行
を
池
田
定
輔
を
介
し
て
受
け
て
い
る

（前
掲
註
幻
史
料
）。

こ
の
こ
と
と
、
「
下
用
帳
」
の
記
事
と
を
踏
ま
え
る
と
、
小
森
氏
は
池
田
氏
の
従
属

下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（お
）
「
五
升

二
月
十
四
日
、
御
屋
形
様
中
間
礼
銭
半
分
堅
押
候
由
与
三

・
孫
六
上
下
四

人
一
街
、
飯
米
下
」

〔長

一
四
二
。

（ぬ
）
前
掲
註
9
｛呂
島
論
文
。

I
l
l
i－
－

－

《

小

豊

（州制
）
「
三
升
五
合

九
月
十
五
日
、
北
降
、
サ
ツ
マ
舟
共
ノ
事
ニ
八
郎
兵
衛
殿
中
間
両
人

仁
保
ヨ
リ
来
ル
、

二
倍
、
飯
米
下
」
〔
長
一

四
四
〕。

（引
）
「
結
縁
交
名
断
簡
」
〔
長
二
九
五〕

。

（m
M
）
前
掲
註
ロ
鍛
代
論
文
。
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（必）

鍛
代
は
長
命
寺
を
「
六
角
氏
の
廻
船
移
行
」
と
評
価
す
る
（
前
掲
註
ロ
鍛
代
論
文
）

。

こ
れ
に
は
、
豊
臣
秀
吉
よ
り
琵
琶
湖
水
還
を
統
括
す
る
役
割
を
付
与
さ
れ
た
、

「鉛

奉
行
」
芦
浦
観
音
寺
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

六
角
氏
権
力
は
長
命
寺
の
湖
上
交
通
雄
を
保
証
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ

長
命
寺
の
も
つ
既
存
の
交
通
網
を
利
用
し
て
い
た
。
湖
上
交
通
を

一
元
的
に
統
括
し

て
い
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
「
廻
船
奉
行
」
と
い
う
言
築
で
、
六
角

氏
と
長
命
寺
の
関
係
性
を
説
明
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
六
角
氏
の
湖
上
支
配
を

湖
上
勢
力
と
の
個
別
契
約
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
高
木
叙
子
の
見
解

〔「
文
献
か
ら
み
た
芦
浦
観
音
寺
館
跡

『中
世
末
期
湖
上
水
速
に
お
け
る
芦
浦
観

音
寺
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
』
」
『
芦
浦
観
音
寺
跡
総
合
側
査
報
告
曾
』
（
草
法
市

教
育
委
員
会
、
二
O
O三
年
）
〕
を
支
持
し
た
い
。

A

六
月
V

（川叫）

「九
斗
悶
升
口
月
四
日

・
五
日
両
日
、

高
木
普
請
中
食
等
寺
五
十
一
人
、
浜
十
九
人

茜
且

給
候
、
其
外
用
意
ノ
役
人
私
参
候
人
足
加
飯
米
下
」
、
「

一
升

岡

三
目
、
高
木
庄

A

－Z
I

l

－
－
 

ッ
、
ミ
ノ
務
務
人
足
ノ
事
中
間
来
ル
、

一
街
、
飯
米
下
」

〔長

一
四
一己

。

（必
）
前
掲
註
6
小
谷
著
容
。

（必
）
牧
庄
内
に
は
長
命
寺
領
が
あ
っ
た
（
「
賢
祐
田
地
寄
進
状
」

〔長
九
五
〕
、

「厳
覚
田
地

寄
進
状
」
〔
長
九
九
〕
、

「中
庵
至
源
等
連
署
白
地
売
券
」

〔
長
一
一

五
〕
な
ど
）

。

（幻
）
『
秦
荘
の
歴
史
』
一
（
秦
荘
町
史
編
集
委
員
会
、

二
O
O五
年
）
。

（川崎
）
福
持
昌
之
「
中
世
文
舎
か
ら
見
た
盛
満
神
社
」

「盛
満
神
社
下
之
郷
の
馬
頭
人
｜
初

午
の
ピ
シ
ャ
ト
ウ
の
行
事
を
中
心
に
｜
」
（

『愛
知
川
町
史
研
究
』

て

二

O
O三

年
）
な
ど
。

（
川
叩
）
浜
中
光
永

『天
台
宗
金
剛
輪
寺
史
伝
』
（
金
剛
輪
寺
、

一
九
六
六
年
）

。

（印
）
前
掲
註
9
宮
島
論
文
。

（日
）
『
秦
荘
の
歴
史
』
四

（秦
荘
町
史
編
集
委
員
会
、
二
O
O九
年
）
に
て、

「
金
剛
輪

寺
下
倉
米
銭
下
周
帳
」
と
呼
ば
れ
る
帳
簿
史
料
群
が
す
べ
て
翻
刻
さ
れ
た
が
、
年
代

比
出
品
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
や
や
問
題
が
残
る
。
表
5
で
「
下
用
帳
」
の
年
代
比
定
と
断

簡
の
整
理
を
試
み
た
。
以
下
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
本
稿
で

「
下
用
帳
」
を
引

用
す
る
場
合
は
、
表
5
の
史
料
番
号
に
基
づ
き
〔
金
ニ
と
い
っ
た
形
で
表
記
す
る。

（臼
）
前
掲
註
児
宮
島
著
書
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
臼
）
例
え
ば
、
明
応
五
月
末
、
京
極
氏
が
石
丸
利
光
ら
を
破
り
、
戦
況
が
落
ち
着
い
た
こ

と
を
受
け
、
金
剛
輪
寺
は
礼
銭
を
進
上
し
て
い
る
（
「
一
升
六
月
一
日
中
務
少
輔
殿

へ
北
郡
静
謡
御
礼
可
出
路
次
鉢
尋
ニ
、
小
野
太
郎
さ
衛
門
殿
へ
侍
従
状
持
行
人
夫
食
」

〔金
二
三
〕

、

「
二
升
六
月
十
五
日
就
北
郡
静
議
中
啓
へ
御
礼
樽
持
行
人
夫
食
」

〔金

二
四
〕
）
。

（臼
）
「
二
百
文
制
札
時
、
雛
者
方
へ
出
」
〔
金
四
〕
。

《官
》

（臼
）
「
七
十
文
多
賀
新
さ
衛
門
殿
ヨ
リ
廿
賞
銭
被
懸
時
、
箕
浦
殿
ニ
付
他
事
申
問
、
礼

樽
代
」
〔
金
七
〕

。

（日
）
「
一
斗
四

升

同

時
、
安
食
新
四
郎
殿
先
度
兵
根
米
被
懸
候
時
、

取
合
被
申
閥、

其

礼
樽
代
」
〔
金

一
七
〕
。

（貯
）
両
名
と
も
愛
知
郡
の
鐙
満
神
社
の
神
領
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

〔「
豊

満
神
社
記
録
」

（「
近
江
愛
智
郡
志
」
五）

〕。

（関
）
「
二
百
文
公
方
検
御
判
可
申
由
衆
議
ニ
て
実
養
房
ま
か
り
へ
御
出
時
、
神
子
田
方

へ
礼
」
〔
金
五
〕

。

（印
）
前
掲
註
川
崎
裾
持
論
文
お
よ
び

『多
賀
大
社
披
啓
文
魯
編
」

（多
賀
大
社
社
務
所
、

一
九
八
三
年
）
。

（
ω）
前
掲
註

m今
岡
論
文

（一

九
八
三
年
）。

（創
）

「鐙
満
神
社
記
録
」
（
『
近
江
愛
知
B

郡
志
』
五
）
お
よ
び
「
豊
満
大
明
神
御
波
リ
次

第
」
（
前
掲
註
必
褐
持
論
文
）
。

（位
）
大
高
康
正

「中
近
世
に
お
け
る
本
願
の
社
内
定
着
化
｜
近
江
国
多
賀
社
本
願
不
動
院

を
対
象
に
｜
」

（「
山
岳
修
験
」
四
一
、
二
O
O
八
年）

な
ど
。

（臼
）

「
御
法
興
院
記
」
明
応

一
O
年
七
月
七
日
条
。

（制
）
前
掲
註
は
下
坂
論
文
。

（筋
）
天
文
二
年
の

「下
用
帳
」
に
そ
の
名
が
み
え
る
。

「
口
口
之
儀
、

高
野
瀬
殿
よ
り
口
口
無
口
口
条
、
理
不
尽
ニ
於
ム
口
儀
者
、
為
寺
口
口

口
三
上
殿
へ
注
進
可
申
由
被
申
口
口
」

〔金
三
O
〕。

（伺
）

「
入
升
問
、

今
度
常
永
事
ニ
、
三
上
殿
へ
礼
申
候
へ
と
被
仰
候
て
十
介
方

・
三
上

殿
衆
御
出
、
飯
酒
」
〔
金
六
九
〕

。

（釘
）

「
八
升
御
屋
形
様
惣
人
所
下
石
垣
打
可
申
之
由
被
仰
出
、
谷
十
介
方
被
来
候
、
上
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下

一
宿
飯
酒
」
〔
金
七
二
、
「

一
斗
六
升
上
之
御
石
垣
之
事
ニ
三
上
殿
使
者
十

介
方
、
賄
之
事
西
座
申
通
被
仰
候
て
御
出
之
時
、
上
下
両
度
飯
酒
」
〔
金
七
＝
己
。

（伺）

「
二
斗
四
升
谷
方
矢
箆
立
之
事
申
侠
て
来
候
閥
、
樽
逃
候
」
「
四
升
矢
箆
立
可

来
案
内
ニ
刊
介
方
被
来
候
、
飯
酒
」
〔
金
七
七
〕
、
「
二
斗
三
上
殿
矢
箆
立
之
時

十
人
ノ
飯
酒
」
〔
金
七
九
〕
。
こ
れ
を
受
け
、
金
剛
輪
寺
は
矢
箆
を
観
音
寺
城
と
蒲

生
郡
の
武
佐
（
近
江
八
幡
市
）
へ
持
っ
て
行
っ
た
（
「
二
升
問
、
矢
箆
観
音
寺
へ

持
行
臨
時
食
」
「
二
升
問
、
武
佐
へ
持
行
臨
時
食
」
〔
金
七
八
〕
）
。
こ
の
時
、

三
上
氏
は
観
音
寺
城
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
が
、
武
佐
に
は
谷

氏
の
居
館
が
あ
っ
た
。

（
的
）
「
三
賀
文

三
上
殿
恒
例
銭
巡
也
、
議
取
有
之
、
谷
中
務
方
へ
逃
也
」
〔
金
六
一
己
、

「一二
貫
文
三
上
殿
恒
例
銭
波
候
、
但
谷
藤
七
郎
方
へ
渡
申
候
、
前
取
在
之
」

〔金

八
八
〕
。

（
叩
）
「
七
十
一
一
文
日
古
口
大
夫
式
日
相
過
、
能
を
可
仕
之
由
申
候
、
然
共
、
先
年
御
佑
申

上、

三
上
殿
折
紙
在
之
閥
、
其
通
観
音
寺
へ
申
届
時
、
両
三
度
上
下
二
人
飯
料
」
〔
金

ムハ

一
〕
。

（
礼
）
前
掲
註
7
宮
島
論
文
な
ど
。

（刀）

仲
村
研

「中
世
惣
村
史
の
研
究
』

（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
四
年
）
、
伊
東
和

彦
「
戦
国
大
名
六
角
氏
下
の
訴
訟
手
続
き
に
つ
い
て
｜
永
禄
年
間
保
内
・
枝
村
紙
荷

相
論
を
素
材
に
し
て
｜
」
（

『史
観
」

一
一
四
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
。

（刀）

「滋
賀
県
中
世
城
郭
分
布
調
査
報
告
」
四
（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
）
。

な
お
、
天
文
五
年
、
武
佐
で
火
事
が
起
こ
っ
た
際
に
、
金
剛
輪
寺
は
折
紙
を
送
っ
て

AS
A
ル
覧
V

い
る
（
「

一
升
む
さ
の
火
事
ニ
付
、
谷
方
へ
折
紙
遺
食
」
〔
金
五

二
）
。

武
佐

に
谷
氏
の
館
が
あ
っ
た
こ
と
を
傍
証
す
る
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（九
）
「
谷
氏
年
貢
算
用
状
」

『金
剛
輪
寺
文
書
」

（
東
京
大
学
彩
写
本
）

。
谷
氏
の
年
貢

算
用
状
が
金
剛
輪
寺
に
伝
来
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
谷
氏
所
領
の
算
用
を
金
剛
輪
寺

が
行
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
武
家
の
所
領
支
配
を
請
け
負
う
金
剛
輪
寺
の
力
量
が

う
か
が
え
、
興
味
深
い
。

（
万
）
天
文
五
年
に
「
右
近
大
夫
」
と
し
て
「
下
用
帳
」
に
初
め
て
登
場
し
、
天
文

一一

年

以
降
、
「
右
馬
允
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
。

（初
）
前
掲
註
辺
村
井
論
文
。

（
作
）
西
烏
太
郎

「高
島
の
在
地
領
主
と
佐
々
木
越
中
氏
」
（
木
津
荘
・
清
水
山
城
館
跡

現
況
調
査
報
告
会
資
料

『中
世
高
島
の
村
落
と
領
主
』
二
O
O七
年
）
。
な
お
、

同
じ
く
高
島
七
頭
の

一
人
で
あ
っ
た
永
田
氏
の

一
族
で
、
戦
国
期
に
六
角
氏
の
被
官

と
な
り
、
湖
東
に
基
盤
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
者
が
い
た
〔
小
風
真
理
子
「
戦
国
期

近
江
に
お
け
る
湖
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
々
木
永
図
氏
の
場
合
」

『史
学
雑
誌
』

一

O
六
｜
三、

一
九
九
七
年
〕

。
同
様
の
現
象
が
能
登
氏
で
も
起
き
て
い
た
と
す
れ
ば
、

近
江
の
在
地
領
主
家
の
分
裂
を
広
く
確
認
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
戦
闘
期
近
江
の
権

力
構
造
を
考
え
る
上
で
重
要
な
論
点
と
な
る
。

（
九
）
「
四
十
人
文

石
寺
千
部
経
被
仰
付
時
、
経
数
宿
事
、
多
能
登
右
馬
允
殿
へ
談
合
御

登
城
時
、
二
人
分
二
度
飯
料
」
〔
金
六
二
〕
。

（
乃
）
「
百
品
川
文
肉
、
礼
御
出
ノ
時
、

上
下
六
人
三
度
飯
料
、
路
次
銭
加
定
、
此
時
、
万

蔵
閥
所
物
事
、
寺
家
向
後
不
可
口
成
双
方
問
、
為
上
様
評
誌
能
登
右
馬
允
殿
依
御

扱
相
果
者
也
」

（
金
六
O
〕

（
剖
）
岡
地
で
は
「
鈴
村
田
畑
源
左
衛
門
」

「鈴
村
帯
刀
信
景
」
と
い
っ
た
名
が
売
券
や
寄
進

状
に
み
え
る
〔

『下
麻
生
区
有
文
書
』

・
『広
田
神
社
持
回
文
書
」

・
『大
森
区
有

文
書
』

（
『務
生
町
史
』
四
）
〕
。

（
創
）
「
廿
四
文
政
所
役
巡
絡
に
被
仰
付
候
へ
と
寺
奉
行
へ
申
時
、
夕
飯
二
人
分
」

「廿

四
文
同
事
ニ
重
而
廿
日
在
城
仕
時
、
夕
飯
二
人
」

「
品
川
六
文
十
一一
月
廿
八
日
ニ

剰
剰
矧
よ
り
登
城
候
へ
と
被
申
候
時
、
年
行
事
・
使
節
両
三
人
罷
上
候
時
、
夕
飯
」

〔
金
六
四
〕

。

（
位
）
「
諸
寺
施
方
、
為
寺
奉
行
弁
執
次
、
難
非
分
之
儀
申
懸
、
不
可
有
承
引
事
」
〔

『六

角
氏
式
日
」
九
条
（
佐
藤
進
一
・
百
瀬
今
朝
雄
編

「中
世
法
制
史
料
集
三
武
家
家

法
I
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
三
年
）
〕

。

（
邸
）
佐
藤
圭
「
朝
倉
氏
と
近
隣
大
名
の
関
係
に
つ
い
て
1
美
濃
・
近
江

・
若
狭
を
中
心
と

し
て
｜
」
（

『福
井
県
史
研
究
」

一四、

一
九
九
六
年
）
。

（
剖
）
「
二
一
升
御
け
ん
ふ
く
之
事
、
機
折
ニ
申
付
候
時
、
西
座
役
者
共
の
ま
せ
候
酒
」

〔金

七
二
〕。

（
お
）
六
角
氏
被
官
で
あ
る
。
下
内
太
郎
左
衛
門
尉
が
六
角
義
弼
書
状
を
多
賀
大
社
に
一
通
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取
り
次
い
で
い
る

（
「
六
角
義
弼
書
状
」

『多
賀
大
社
文
書
」

〔戦一

一一
一
一
一〕

）。

（部
）
天
文
二
O
年
に
作
成
さ
れ
た

「坐
満
神
社
氏
人
速
器
状
」
〔
前
掲
註
川
崎
稲
持
論
文〕

に
「
杉
立
孫
九
郎
官
州
政
」
「
杉
立
藤
右
衛
門
尉
高
秀
」
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

（釘
）
「
十
八
文
長
野
小
大
郎
名
公
方
年
貨
不
入
候
閥
、
寺
家
へ
可
有
催
促
之
自
候
て
、

下
内
殿
・
藤
井
方
来
候
、
酒
代
、
色
々
催
促
事
申
延
候
て
返
申
也
」
「
六
十
六
文

同
小
大
郎
名
公
方
年
貢
米
兎
角
被
仰
、
不
入
候
閥
、
寺
家
へ
可
有
催
促
と
て
下
内
殿

・

杉
立
右
近
方
向
人
よ
り
使
者
来
時
、
酒
代
、
色
々
理
を
上
様
へ
も
申
上
候
問
、
其
一

途
問
事
延
返
事
申
也
、
酒
肴
代
」
〔
金
六
五
〕。

（邸
）
天
文
五
年
、
長
野
郷
名
代
が
年
貢
米
を
金
剛
輪
寺
に
納
め
て
い
る
（

「
四

升

長

野

名
代
小
大
郎

・
中
兵
衛
お
や
こ
己
上
四
人
、
米
持
上
候
時
、
酒
」

〔
金
四
八
〕
）
。

ま
た
同
年
、
名
代
が
長
野
郷
の
年
貢
納
入
を
繭
口
（
年
貢
定
額
納
入
契
約
）
に
す
る

よ
う
金
剛
輪
寺
に
要
請
し
て
い
る
（
「
両
名
代
三
人
来
候
て
、
前
之
長
野
郷
諸
口
ゃ

れ
候
て
重
而
剣
ニ
龍
上
、
三
日
逗
留
仕
、
中
拾
人
御
方
な
と
も
参
候
て
御
理
申
由
候

時
、
六
度
之
飯
酒
」

「
長
野
両
名
代
、
重
而
諸
口
之
事
仕
度
之
由
申
候
て
来
候
、
二

人

一
宿
之
飯
酒
」
〔
金
四
七
〕

）。

（
卸
）
「
廿
四
文
同
公
方
年
貢
努
寺
家
迷
惑
仕
候
問
、
急
度
被
仰
付
候
へ
と
申
候
て
、
能

登
右
馬
允
殿
仁
使
節
上
申
候
時
、
上
下
二
人
飯
料
」
〔
金
六
五
〕。

（伺
）
「
一
斗
二
升
出
銭
未
進
共
多
候
閥
、

三
上
殿
江
御
中
間
之
事
申
候
て
遺
候
樽
一
ツ
」

〔金
七
二〕

、

「四
十
人
文
機
折
銭
共
米
進
努
付
之
而
、
依
談
合
御
中
間
事
申
上

候
時
、
上
下
回
人
分
飯
料
」

〔
金
六
五
〕

。

（引
）

「
一
斗

六

升

押
立
木
堤
伐
候
事
、

一
切
ニ
御
停
止
之
御
成
敗
持
被
来
候
、
目
賀
閏

殿
よ
り
御
中
間
相
副
御
成
敗
候
安
文
在
之
」
〔
金
七
三
〕
。

（但）

「二
百品川
ニ
文
目
賀
回
殿
年
始
之
樽
一
荷
之
代
」
〔
金
八
六
〕。

（凶
）
「
押
立
神
社
板
札
文
書
」
〔
『
近
江
愛
智
郡
志
』
四
〕
に
「
神
口

中
村
庄
右
衛
門
」

と
あ
る
。

（伯
）
「
二
斗
四
升
恒
例
銭
利
分
可
取
之
由
種
々
被
申
候
問
、
以
中
村
般
を
理
を
申
候
閥
、

樽
壱
荷
」
〔
金
七
O
〕
。

（部
）
勝
俣
鋲
夫

「観
音
寺
城
雑
感
」
（
『
観
音
寺
械
と
佐
々
木
六
角
氏
』
三
、

一
九
七
九

年
）
、
千
田
嘉
博

『織
豊
系
城
郭
の
形
成
」

（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
O
O
O年
）

な
ど
。
な
お
、
近
年
で
は
寺
院
と
城
郭
と
の
併
存
を
考
え
る
必
要
性
も
提
起
さ
れ
て

お
り

〔藤
岡
英
礼

「山
寺
の
景
観
変
遷
に
つ
い
て
｜
鋭
音
正
寺
を
中
心
に

l
」

『忘

れ
ら
れ
た
霊
場
を
さ
ぐ
る
｜
山
寺
の
う
つ
り
か
わ
り

l
近
江
南
部
の
山
寺
を
さ
ぐ
る

｜
報
告
集
』
財
団
法
人
栗
東
市
文
化
体
育
振
興
事
業
団
、
ニ
O
O七
年
〕
、
権
力
構

造
と
城
郭
の
構
造
と
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
付
け
る
見
方
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て

い
る
と
い
え
よ
、っ
。

（何
）
村
田
修
三
「
観
音
寺
城
の
縄
張
」
（

『観
音
寺
械
と
佐
々
木
六
角』

て
一

九
七
七

年
）
な
ど
。

（m
別
）

『
近
江
部
生
郡
志
』
二
。

（悌
）

「
得
珍
保
両
沙
汰
人
脊
状
袋
」

「今
期
日
吉
神
社
文
書
」

〔
戦
七
七
六
〕

。

（叩
）
仲
村
研
編

『今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
庄
（
雄
山
関
出
版
株
式
会
社
、

一
九
八

一
年
）。

（
即
）
「
御
中
間
」
を
田
中
江
の
中
間
と
解
釈
す
る
説
も
あ
る
が

〔『
竜
王
町
史
」
上
、
竜

王
町
役
場
、

一
九
八
三
年
〕
、
そ
れ
で
は
「
御
成
敗
」
が
誰
に
よ
る
も
の
な
の
か
を

説
明
で
き
な
い
。

（肌
）

「
二
百
五
十
文

一
ノ
御
中
間
年
始
礼
出
之
」

「
二
百
五
十
文
問
、

二
ノ
御
中
間

年
始
礼
出
之
」
〔
金
八
六
〕

。

（服）

『永
源
寺
文
管
』
一
一
二
五
〔

『永
源
寺
関
係
寺
院
中
白
文
容
等
調
査
報
告
書
』
滋
賀
県

教
育
委
員
会
、

一
九
九
八
年
〕

。

（問
）
前
掲
註
7
1
9
宮
島
論
文
。

（
胤
）
前
掲
註
凶
今
岡
論
文
。

｛付
記
】

本
稿
は
、
平
成
一
一
一
年
一
月
一

三
日
に
大
阪
市
立
大
学
へ
提
出
し
た
修
士
論
文
の
第
二

窓
を
大
阪
に
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
ペ
ー
ス
に
な
る
報
告
は
、
同
年
三
月

一
四
日
に

大
阪
歴
史
学
会
中
世
史
部
会
に
て
行
っ
た
。
本
稿
の
執
雛
に
あ
た
り
、
仁
木
宏
先
生
を
は

じ
め
、
大
阪
市
立
大
学
中
世
史
研
究
会
の
方
々
か
ら
多
く
の
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
記
し
て

御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（大
阪
府
立
大
手
前
高
等
学
校
）

-113-


